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✿第 9 回中さくらまつり
問中出張所☎38-0002

日時　4 月 15 日㈰ 9:30 ～ 14:00
会場　巴波川桜づつみ（中出張所北側堤防）
内容　お楽しみ抽選会、中桜づつみ開花予想　ほか

✿絹ふれあいの郷思川桜まつり
問絹ふれあいの郷☎49-1296

日時　4 月 15 日㈰ 9:00 ～ 15:00　
会場　絹ふれあいの郷
内容　ステージイベント、野菜無料配布、軽食販売、
　　　思川桜染体験（有料）　ほか

❀第 12 回ラムサール条約湿地登録
　渡良瀬遊水地「生井桜まつり」
◆「渡良瀬遊水地クリーン作戦」と同日開催予定！

問生井出張所☎45-4004
日時　4 月 21 日㈯ 10:00 ～ 14:00
会場　生井桜づつみ ( 荒天時は下生井小体育館 )
内容　ステージイベント、市内ブランド業者および
　　　一般参加者による出店　ほか

❀第 5 回穂積さくらまつり
問穂積出張所☎38-2004

日時　4 月 8 日㈰ 10:00 ～ 13:00
会場　新間中橋西側下流堤防付近
内容　お楽しみ抽選会、軽食販売、ウォーキングイ
　　　ベント　ほか

✿おやま思川桜まつり
問商業観光課☎22-9273

日時　4 月 8 日㈰ 11:00 ～ 17:00
会場　小山御殿広場
内容　オープニングセレモニー（10:45 ～）、ステー
　　　ジイベント、出展ブース、まち歩きイベント
　　　ほか

❀第 3 回桑地区ふるさとさくらまつり
問桑出張所☎22-4545

日時　4 月 1 日㈰ 9:00 ～ 15:00
会場　羽川大沼周辺
内容　各種ステージイベント、こども広場体験イベ
　　　ント、軽食販売、フリーマーケット　ほか

❀豊田桜まつり
問豊田出張所☎37-1002

日時　4 月 15 日㈰ 10:30 ～ 13:30
会場　小宅づつみ（市道 8 号線堤防上付近）・
　　　小宅グラウンド
内容　オープニングセレモニー、ステージイベント、
　　　農産物・飲食物販売、ストラックアウト、
　　　抽選会　ほか

✿第 7 回寒川さくらまつり
問寒川出張所☎38-1002

日時　4 月 14 日㈯ 10:00 ～ 14:00
会場　巴波川決壊口祈念公園
　　　（雨天時は寒川小学校体育館）
内容　軽食および地元農産物の販売、お菓子の無料
　　　配布、各種ステージイベント、抽選会　ほか

❀ままだふるさとまつり
問間々田出張所☎45-1335

日時　4 月 7 日㈯ 9:00 ～ 16:00
　　　（雨天時は翌日に延期）
会場　乙女かわらの里公園（博物館北側）とその周辺
内容　オープニングセレモニー、ステージイベント、
　　　間々田商工会による出店、地元有志によるフ
　　　リーマーケット　ほか

※イベントの内容は、変更になる場合があります

✿ 駅 か ら ハ イ キ ン グ ～ 紡 が れ る 歴 史 と 思 川 桜 舞 う　 開 運 の ま ち ウ ォ ー ク ～ ✿
　ＪＲ東日本主催、各駅で実施のウォーキングイベントを小山市でも開催します。
桜の季節に小山の名所・旧跡を巡るコースを歩いてみませんか。
日　時　4 月 3 日㈫～ 19 日㈭　9:00 ～正午（おやま本場結城紬クラフト館から随時スタート）
コース　おやま本場結城紬クラフト館～城山公園～小山総合公園～市立博物館～市立車屋美術館～
　　　　間々田駅など　約 11km

問商業観光課☎22-9273

中華蕎麦とみ田　富田治プレゼンツ　最強ラーメン祭 2018 in 小山
日時　4 月 7 日㈯・8 日㈰・14 日㈯・15 日㈰・21 日㈯・22 日㈰・28 日㈯・29 日㈰・30 日㈪
　　　11:00 ～ 20:00（日曜・祝日は 19:00 閉場）
会場　小山御殿広場
主催　小山ラーメン祭実行委員会
内容　全国の人気ラーメン店が週替わりで 8 店舗ずつ、4 週間で 32 店舗が出店予定です

問商業観光課☎22-9273



場　所 桜の種類 特　徴 問合せ

城山公園
【ライトアップ　17:00 ～ 21:30】

ソメイヨシノ

中世に栄えた「小山氏」の城跡である城山公園は、
古くから桜の名所として知られ、公園内の150本の
ソメイヨシノが咲き乱れます。夜桜見物も楽しめま
す。

おやま二千本桜
まつり実行委員
会（（一社）小山
市観光協会）
☎30-4772

間々田八幡公園
【ライトアップ　17:00 ～ 21:30】

ソメイヨシノ 湖面に映えるソメイヨシノのライトアップ、提灯の
点灯により夜桜見物も楽しめます。

小山市役所西側思川桜堤
【ライトアップ　17:00 ～ 21:30】

思川桜

見事に咲いた思川堤の桜をお楽しみいただけます。
ライトアップにより堤防沿いに咲き誇る昼間とは
違った華麗な思川桜を満喫ください。
※デスティネーションキャンペーン特別企画として
実施

白鷗大学本キャンパス東側
思川桜堤 思川桜 約80本の思川桜が見頃となって休憩場所等もあり、

ゆっくりとお花見が楽しめます。

市道221号線沿い 思川桜 琵琶塚古墳と摩利支天塚古墳に挟まれた市道沿い約
1㎞にわたり140本の思川桜が咲き誇ります。

豊穂川沿いのさくら並木 
【ライトアップ　18:00 ～ 22:00】

ソメイヨシノ
文化シヤッターのご協力により、豊穂川沿い2㎞以
上に渡るさくら並木がライトアップされます。川面
に映し出される幻想的な夜桜をお楽しみください。

小山市美田商工会
☎37-0631

小山思川温泉
【ライトアップ　18:00 ～ 24:00】

ソメイヨシノ
桜の開花状況に合わせて露天風呂周りの桜のライト
アップ(3月下旬～ 4月中旬予定)のほか、期間限定
のイベントを予定しています。

小山思川温泉
☎21-2020

小山運動公園（南側アプローチ
広場西仁連川沿い）

思川桜
ソメイヨシノ

小山商工会議所50周年記念事業で植栽したソメイ
ヨシノ、思川桜100本が楽しめます。

水と緑の推進課
☎22-9881

小山総合公園 思川桜
しだれ桜

小山総合公園内と駐車場内に植えられている思川桜
としだれ桜が、来園者の目を楽しませてくれます。

水と緑の推進課
☎22-9881

❀鯉のぼりの群雄　4 月 6日㈮～ 5月 6日㈰
問（一社）小山市観光協会☎30-4772

道の駅思川 思川桜 道の駅では、思川桜が43本植栽され、お花見と休
憩が同時に楽しめます。

道の駅思川
☎38-0201

観晃橋下流など思川堤防沿い・
小山駅西口祇園城通りほか市内
各地

思川桜 桜の里親制度により2,000本を超える思川桜が植栽
されています。

桜の里親連絡協
議会（道路課内）
☎22-9827

※鯉のぼりの寄付募集中！

❀市内のさくらの名所❀

✿第 8 回思川桜フォトコンテスト✿
対　象　指定地の「思川桜」で撮影場所が特定できるもの。他に応募していない
未発表作品。1人 3点まで。
募集期間　4月 2日㈪～ 5月 31日㈭【必着】
サイズ　4 つ切またはA4　※デジカメの場合は無修正に限る
応募方法　直接または郵送（〒323ｰ8686 住所不要）で小山ブランド創生協議会
（商業観光課）まで。※応募作品の裏に所定事項を記した応募票を必ず貼ること
その他　入賞作品の版権は主催者に帰属します。応募作品の返却は原則行いません。
問商業観光課☎22-9317

◎詳しくは市ホームページをご覧ください。
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前回最優秀賞作品

おやまサマーフェスティバル 2018 開催について
のお知らせ
　実行委員会では、より安全で楽しみやすい花火大会を目指し、安価な新設有料観覧席の導入を計画しており
ます。場所は思川左岸・河川敷内芝生部分です。詳細は今後の市広報・HP 等でお知らせします。
日時　7 月 28日㈯ 15:30 ～ 21:30　オープニングカーニバル（市役所西側駐車場ほか）
　　　7 月 29日㈰ 19:10 ～ 20:45　第 67回小山の花火（観晃橋下流思川河畔）

問おやまサマーフェスティバル2018実行委員会
事務局（商業観光課内）☎22-9273
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関東どまんなかサミット情報（施設相互利用）
　平成 29年 10月 16日に小山市は「関東どまんなかサミット会議」に加盟しました。併せて「公の施設の相互
利用に関する協定書」にも調印したことから栃木市、野木町、茨城県古河市、埼玉県加須市、群馬県板倉町で、
各市町の公共施設の相互利用が始まります。
　小山市に住んでいる方でも、4月 1日㈰より各市町の施設がそれぞれの市町の住民と同一料金で利用できるよ
うになりました。施設の利用についての詳細は各施設などにお問合せください。

○リバーフィールド古河
　☎0280-22-3500
　（窓口：古河スポーツ交流センター）
○古河市古河サッカー場
　☎0280-31-0341（窓口：古河体育館）
○古河市古河テニス場
　☎0280-31-0341（窓口：古河体育館）
○古河市古河ふれあいテニス場
　☎0280-31-0341（窓口：古河体育館）
○古河市古河市民球場
　☎0280-31-0341（窓口：古河体育館）
○古河市中央運動公園
　☎0280-92-5555
　（窓口：中央運動公園総合体育館）
○古河市中央運動公園（温水プール）
　☎0280-92-9000
○古河市北利根北公園
　☎0280-92-5555
　（窓口：中央運動公園総合体育館）
○古河市丘里公園
　☎0280-92-5555
　（窓口：中央運動公園総合体育館）
○古河市北利根南公園
　☎0280-92-5555
　（窓口：中央運動公園総合体育館）
○古河市上大野グランド
　☎0280-92-5555
　（窓口：中央運動公園総合体育館）
○古河市三和野球場
　☎0280-76-7000
　（窓口・三和健康ふれあいスポーツセンター）
○古河市諸川コミュニティパーク
　☎0280-76-7000
　（窓口・三和健康ふれあいスポーツセンター）
○古河市東山田公園
　☎0280-76-7000
　（窓口・三和健康ふれあいスポーツセンター）
○古河市尾崎ファミリースポーツ公園
　☎0280-76-7000
　（窓口・三和健康ふれあいスポーツセンター）
○古河市三和農村環境改善センター
　☎0280-78-1815
○古河市古河体育館☎0280-31-0341
○古河市三和健康ふれあいスポーツセンター
　☎0280-76-7000

○古河スポーツ交流センター☎0280-22-3500
○古河市古河老人福祉センター☎0280-48-0328
○古河市総和老人福祉センター「せせらぎの里」
　☎0280-92-5888
○駅前子育て広場「わんぱくステーション」
　☎0280-23-4120
○ネーブル子育て広場「ヤンチャ森」
　☎0280-92-9033
○古河市ネーブルパーク（公園、キャビン）
　☎0280-92-7300
○古河市ネーブルパーク（平成館）☎0280-91-2080
○スペースＵ古河☎0280-22-5520
○古河リバーサイド倶楽部☎0280-22-5500
○古河市古河福祉の森会館☎0280-48-6882
○古河市生涯学習センター総和「とねミドリ館」
　☎0280-92-4000
○古河市総和福祉センター「健康の駅」
　☎0280-92-5771
○古河市三和地域福祉センター☎0280-77-1900
○古河市ユーセンター総和☎0280-31-3211
○古河市地域交流センター「はなももプラザ」
　☎0280-21-1255
○古河市駅西地域交流センター「いちょうプラザ」
　☎0280-31-3111
○古河市中央公民館☎0280-92-4501
○古河市さくら公民館☎0280-92-3422
○古河市つつみ公民館☎0280-98-5530
○古河市ふれあい公民館☎0280-92-3036
○古河市中田公民館☎0280-48-1852
○古河市古河東公民館☎0280-32-5533
○古河市三和公民館☎0280-76-1517
○古河総合公園☎0280-47-1129
○古河市三和ふるさとの森☎0280-77-3813
○古河歴史博物館☎0280-22-5211
○篆刻美術館☎0280-22-5611
○古河街角美術館☎0280-22-5911
○古河文学館☎0280-21-1129
○鷹見泉石記念館
　☎0280-22-5211（窓口：古河歴史博物館）
○奥原晴湖画室「繍水草堂」
　☎0280-22-5211（窓口：古河歴史博物館）
○永井路子旧宅
　☎0280-21-1129（窓口：古河文学館）
○古河市三和図書館資料館「燦ＳＵＮ館」
　☎0280-75-1511
○古河市古河図書館☎0280-32-5299
○古河ゴルフリンクス☎0280-22-4000

茨城県古河市
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○栃木市藤岡遊水池会館☎0282-62-0919
○栃木市渡良瀬遊水地ハートランド城
　☎0282-62-1301
○栃木市老人福祉センター　長寿園☎0282-22-0333
○栃木市老人福祉センター　泉寿園☎0282-27-3818
○栃木市老人福祉センター　福寿園☎0282-31-3666
○栃木市渡良瀬の里☎0282-62-1635
○栃木市大平健康福祉センター「ゆうゆうプラザ」
　☎0282-45-2601
○栃木市岩舟健康福祉センター「遊楽々館」
　☎0282-54-3331
○栃木市勤労者総合福祉センター☎0282-27-7140
○栃木市勤労者体育センター☎0282-22-4452
○栃木市総合運動公園
　☎0282-23-2523（管理事務所）
○ファミリーパーク☎0282-92-0333
○ふるさとセンターパーク☎0282-92-0008
○栃木市都賀聖地公園☎0282-92-0008
○栃木市岩舟総合運動公園
　☎0282-54-3331
　（窓口：岩舟健康福祉センター「遊楽々館」）
○栃木市栃木図書館☎0282-22-3542
○栃木市大平図書館☎0282-43-5234
○栃木市藤岡図書館☎0282-62-4889
○栃木市都賀図書館☎0282-28-0806
○栃木市図書館西方館☎0282-92-2512
○栃木市図書館岩舟館☎0282-54-1900
○栃木市栃木公民館☎0282-24-0352
○栃木市大宮公民館☎0282-27-0073
○栃木市皆川公民館☎0282-22-1812
○栃木市吹上公民館☎0282-31-1792
○栃木市寺尾公民館☎0282-31-0002
○栃木市国府公民館☎0282-27-3002
○栃木市大平公民館☎0282-43-5231
○栃木市大平西地区公民館
　☎0282-43-5231（窓口：大平公民館）
○栃木市大平南地区公民館
　☎0282-43-5231（窓口：大平公民館）
○栃木市大平東地区公民館
　☎0282-43-5231（窓口：大平公民館）
○栃木市藤岡公民館☎0282-62-4321
○栃木市藤岡地区公民館
　☎0282-62-4321（窓口：藤岡公民館）
○栃木市三鴨地区公民館
　☎0282-62-4321（窓口：藤岡公民館）
○栃木市部屋地区公民館
　☎0282-62-4321（窓口：藤岡公民館）
○栃木市赤麻地区公民館
　☎0282-62-4321（窓口：藤岡公民館）
○栃木市都賀公民館☎0282-27-5050
○栃木市岩舟公民館☎0282-55-2500
○栃木市静和地区公民館
　☎0282-55-2500（窓口：岩舟公民館）

栃木市
○栃木市小野寺地区公民館
　☎0282-55-2500（窓口：岩舟公民館）
○栃木市屋内運動場☎0282-25-0930
○栃木市大平体育館☎0282-43-5231
○栃木市大平南体育館☎0282-43-1119
○栃木市大平武道館☎0282-43-1119
○大平運動公園☎0282-43-1119
○藤岡総合体育館☎0282-62-4431
○藤岡弓道場☎0282-62-4431
○藤岡渡良瀬運動公園
　☎0282-62-1301
　（窓口：渡良瀬遊水地ハートランド城）
○栃木市つがスポーツ公園☎0282-27-5133
○栃木市都賀市民運動場☎0282-27-5051
○栃木市都賀体育センター☎0282-27-5051
○栃木市都賀南部コミュニティセンター
　☎0282-27-5051
○栃木市木コミュニティセンター
　☎0282-27-5051
○栃木市大柿コミュニティセンター
　☎0282-27-5051
○栃木市西方総合文化体育館☎0282-92-0866
○栃木市西方桜グラウンド☎0282-92-0866
○栃木市西方北グラウンド☎0282-92-0866
○栃木市西方南グラウンド☎0282-92-0866
○栃木市真名子運動広場☎0282-92-0866
○西方総合公園☎0282-92-0866
○栃木市岩舟総合運動場☎0282-55-2500

埼玉県加須市

○加須市民運動公園
　☎0480-62-6123（窓口：加須市民体育館）
○鎮守前公園
　☎0480-62-6123（窓口：加須市民体育館）
○騎西中央公園
　☎0480-73-7610
　（窓口：騎西総合体育館「ふじアリーナ」）
○古宮公園
　☎0480-73-7610
　（窓口：騎西総合体育館「ふじアリーナ」）
○ふるさと広場
　☎0480-73-7610
　（窓口：騎西総合体育館「ふじアリーナ」）
○田ヶ谷サン・スポーツランド
　☎0480-73-7610
　（窓口：騎西総合体育館「ふじアリーナ」）
○渡良瀬総合グラウンド
　☎0280-62-1590（窓口：北川辺体育館）
○柏戸スポーツ公園
　☎0280-62-1590（窓口：北川辺体育館）
○大利根運動公園
　☎0480-72-5488（窓口：大利根文化体育館）
○大利根西部公園
　☎0480-72-5488（窓口：大利根文化体育館）
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○豊野台公園
　☎0480-72-5488（窓口：大利根文化体育館）
○星子沼公園
　☎0480-72-5488（窓口：大利根文化体育館）
○加須市立加須市民体育館☎0480-62-6123
○加須市立騎西総合体育館「ふじアリーナ」
　☎0480-73-7610
○加須市立北川辺体育館☎0280-62-1590
○加須市立大利根文化体育館☎0480-72-5488
○加須市北川辺老人福祉センター☎0280-62-1811
○加須市北川辺スポーツ遊学館☎0280-61-2299
○加須市北川辺ライスパーク☎0280-62-4349
○加須市北川辺郷土資料館
　☎0480-62-1223
　（窓口：加須文化・学習センター「パストラルかぞ」）
○加須市加須文化・学習センター「パストラルかぞ」
　☎0480-62-1221
○加須市騎西文化・学習センター「キャッスルきさい」
　☎0480-73-3101
○加須市北川辺文化・学習センター「みのり」
　☎0280-61-2444
○加須市大利根文化・学習センター「アスタホール」
　☎0480-72-1023
○加須市立加須図書館☎0480-61-8200 
○加須市立騎西図書館☎0480-73-3178 
○加須市立北川辺図書館☎0280-62-4400 
○加須市立童謡のふる里おおとね図書館「ノイエ」
　☎0480-78-2211

野木町

○野木町総合運動公園
　☎0280-57-4187（窓口：生涯学習課）
○野木町体育センター
　☎0280-57-4187（窓口：生涯学習課）
○野木町老人福祉センター「ホープ館」
　☎0280-57-3100
○野木町公民館☎0280-57-4177
○野木町文化会館「エニスホール」☎0280-57-2000
○野木町健康センター「ゆーらんど」
　☎0280-57-0755
○野木町交流センター「野木ホフマン館」
　☎0280-33-6667
○野木町立図書館☎0280-57-2811

○渡良瀬運動場
　☎0276-82-0858
　（窓口：スポーツ振興係（海洋センター内））
○B&G海洋センター☎0276-82-0858
○板倉町中央公民館☎0276-82-2435

群馬県板倉町

「古河市ネーブルパーク」

加須市加須文化・学習センター
「パストラルかぞ」

野木町交流センター
「野木ホフマン館」

板倉町「B&G海洋センター」 皆さんぜひご利用ください！

岩舟健康福祉センター「遊楽々館」
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関東どまんなかサミット情報
　小山市とともに、「関東どまんなかサミット会議」
を構成する４県３市２町（茨城県古河市、埼玉県加須
市、群馬県板倉町、栃木県栃木市、野木町）のイベン
ト等の情報です。

加須市（埼玉県）

古河市（茨城県）

「矢口」「源平」「菊桃」「寿星桃」「寒白桃」の 5種類
のハナモモが咲き誇ります。鮮やかなピンク色で染
まった桃林をお楽しみください。
期間 3 月 20日㈫～ 4月 5日㈭
場所古河公方公園
問古河市観光協会（観光物産課内）☎0280-23‒1266
第 19回古河まくらがの里花桃ウォーク
日時 3/24 ㈯・25㈰（受付 7:30 から）
スタート・ゴール古河公方公園※詳細等は要問合せ
問第19回古河まくらがの里・花桃ウォーク実行委員会☎0280-22-5111

第 42回古河桃まつり

野木町（栃木県）フラワーカーペットの
制作ボランティア募集

野木町煉瓦窯で、関東最大級の花絵を描く「花とレ
ンガのまち」野木フラワーカーペット 2018 を開催！
活動日時 4 月 28日㈯ 8:00 ～ 14:30 頃
対象者　4 歳以上の方 200人程度
申込み　3 月 20日㈫まで※申込方法等は要問合せ
問野木町ディスティネーションキャンペーン実行委
員会事務局（産業課内）☎0280-57‒4153

栃木市（栃木県）みかも山公園かたくりの花の見頃
渡良瀬遊水地のヨシ焼きの頃、みかも山の山麓で、
可憐なかたくりの花が薄紫色の絨毯のように咲き誇
ります。ふもとのとちぎ花センターやいわふねフルー
ツパークとあわせてお楽しみください。
時期 3 月中旬～下旬
時間県営みかも山公園東口（栃木市岩舟町下津原）
問岩舟産業振興課☎0282-55‒7764

板倉町（群馬県）

問秘書広報課☎22‒9353

16 都道府県から 24チームの全国の
強豪校が加須市に集結し、熱戦が繰り
広げられます。観覧無料です！
日程 3 月 27日㈫～ 4月 3日㈫※予備日 4月 4日㈬
場所加須市民運動公園野球場（加須市下三俣 590）
問加須市民体育館☎0480-62-6123

渡良瀬遊水地のヨシ焼き実施のお知らせ
問渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎22‒9354

　渡良瀬遊水地は、国内最大の遊水地として洪水から首都圏の生命・財産
を守っているとともに、本州以南最大のヨシ原に絶滅危惧種を含む多くの
動植物が生息・生育する自然の宝庫であり、平成 24年 7月 3日に国際的
に重要な湿地としてラムサール条約湿地に登録されました。
　渡良瀬遊水地のヨシ焼きは、ヨシに寄生する害虫の駆除ならびに野火に
よる周辺家屋への類焼防止、また貴重な湿地環境の保全等を目的として毎
年実施されており、今年度も開催します。
　風向きや上昇気流等により灰や煙が広範囲にわたり飛散し、庭や屋根への降灰等の可能性がありますので、洗
濯物や窓の開閉には十分ご注意ください。皆さまには大変ご迷惑をおかけすることがありますが、ヨシ焼きの主
旨をご理解いただき、ご協力をお願いします。
　また、前日の 17:00 から、ヨシ焼き終了後に安全が確認されるまで（17:00 を予定）ゴルフ場等を除く渡良
瀬遊水地全域が関係者以外立ち入り禁止になります。

ヨシ焼きに関する事前の問合せは
渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎22-9354

ヨシ焼き当日の問合せは
「渡良瀬遊水地ヨシ焼き連絡会」実施本部☎0282-62-1161

※雨天、強風等の場合は予備日に順延（順延・延期は当日 6:00 に決定）
・第 1予備日：3月 18日㈰　・第 2予備日：3月 24日㈯

さくらウオーク
～いたくら再発見ウオーキング～

春のいたくらを楽しみながらウオーキングをしてみ
ませんか。
期日4月8日㈰※板倉中央公園グラウンド芝生広場集合
参加費 100 円
募集期間 3 月 1日㈭～ 25㈰
申込み・問板倉町海洋センター☎0276-82‒0858

「小山市生井地区ラムサール資源を活用した
交流促進協議会」による「おもてなし」実施
　当日は、生井地区住民を中心に構成している協議会
によるおもてなしを生井桜づつみで実施予定です。ぜ
ひ足をお運びください。

第 19回全国高等学校女子硬式野球選抜大会

日時　3月 17日㈯ 8:30 から
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ようこそ開運のまちおやまへ！
小山市結婚新生活支援事業金

【対象者の要件】※ 要件全てに該当する方が対象です
1　平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日までの間に婚姻届を提出した新婚世帯
2　夫婦の所得の合計額が（平成 28 年 1 月 1 日～ 12 月 31 日の所得額の合算額）340 万円未満の世帯
 　 （例 : 世帯所得が夫のみ、妻のみの場合、給与収入に換算すると 4,928,000 円未満）

《夫婦の所得の算出方法》 
（ア）夫婦の双方または一方が離職し、申請時において就職していない場
合は離職している夫婦の双方または一方の所得を含めずに算出した新婚世
帯の所得額

（イ）貸与型奨学金の返済を行っている場合は所得証明書をもとに算出した
新婚世帯の所得額から、平成 28 年 1 月 1 日から 12 月 31 日までに返済し
た貸与型奨学金の返済額を控除して得た額
3　本市に 2 年以上定住することを市に誓約した夫婦であること
4　他の公的制度による家賃補助等を受けていないこと
5　市税などの滞納がない世帯
6　過去にこの補助金を受けていない　　　　　　　　　　　　　

問子育て包括支援課
☎22‒9604

高齢者運転免許自主返納支援を拡大します！
　高齢ドライバーの交通事故を防止するため、65 歳以上の方が運転免許を自主返納
した場合に交付している 1 年間の「おーバス」無料定期券が、さらなる免許証の自
主返納を促すため、終身無料に拡大されます。

　小山市では、結婚を機に始まる「お二人の新しい生活」を応援するため、
新居の購入費用、家賃、引越し費用の一部を助成します。

問生活安心課☎ 22‒9283

【助成費用】最大 24 万円 ※1,000 円未満の端数は切り捨てた額を助成
1　新生活住居費 ( 購入費、賃借費用、敷金・礼金、共益費、仲介手数料等 )
2　新居引越し費用（引越し業者や運送業者へ支払った費用）

【提出書類】
1　小山市結婚新生活支援事業補助金交付申請書（様式第 1 号）
2　婚姻届受理証明書または婚姻後の戸籍謄本 
3　新婚世帯の所得額のわかる所得証明書または課税証明書もしくは非課税証明書 
4　同意書兼定住誓約書（様式第 2 号）
5　売買契約書又は賃貸契約書の写しおよび住宅費用を支払ったことがわかる書類の写し 
6　住宅手当支給状況証明書（様式第 3 号）
7　無職・無収入申立書兼誓約書（婚姻を機に離職した場合）（様式第 4 号）
8　貸与型奨学金の返還額が分かる書類（該当する場合） 

【申請方法】
必要な書類を持参のうえ、4 月 2 日㈪までに子育て包括支援課窓口（保健・福祉センター 2 階）で手続きくださ
い ※ 申請前に事前にご相談ください

お二人とそしてご家族の皆様が、
健やかな生活を送れますよう
応援したいと考えています

対象者　① 65 歳以上で運転免許証を自主返納した方
　　　　②これまでに高齢者運転免許自主返納支援を受けたことがある方
　　　　③ 65 歳以上で認知症の判定により免許証が取り消しになった方
受付開始　3 月 12 日㈪から ( 土日・祝祭日を除く）
　　　　　※3 月 9 日㈮以前の申請は１年間の定期無料券になります
受付場所　市役所本庁舎 2 階　生活安心課
必要書類等　①警察署が発行した運転免許取消通知書（写）または運転経歴証明書（写）
　　　　　　②顔写真（縦 4.0cm× 横 3.0 ㎝）※3 カ月以内に撮影されたもの
その他　市税に滞納がないことが要件になります。
　　　　1 年間の「おーバス」定期無料券をお持ちの方は、有効期限まで使用したのち終身無料乗車券の申請を
　　　　お願いします。
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◆固定資産税の縦覧・閲覧
　縦覧・閲覧をする際には、印鑑および本人確認のための運転免許証などの身分証明書が必要です。
【縦覧】固定資産税の納税者が自己の土地・家屋の評価額と他の評価額を比較し、適正に評価されていることを確
認していただくために「土地・家屋価格等縦覧帳簿」の縦覧を行います。
期間・時間　4月2日㈪～ 5月1日㈫（土日・祝日を除く）の8:30 ～ 17:15
縦覧できる人　納税者、納税者の同居の親族、納税管理人、代理人（委任状と身分証明書が必要）
【閲覧】自己所有の固定資産や借地・借家人等の権利部分の「固定資産課税台帳」の閲覧を行っ
ています。
期間・時間　通年・平日の8:30 ～ 17:15
閲覧できる人　納税義務者、納税義務者の同居の親族、納税管理人、代理人（委任状と身分証明書が必要) 、借地・
借家人等（契約書等の書面による権利確認が必要）　手数料　１件200円（縦覧期間中の閲覧は無料）
※「固定資産課税台帳」を閲覧できる人が、当該権利部分に関する証明を求める事もできます
◆固定資産税の評価替え
　平成30年度は、土地・家屋の3年に1度の評価替えの年（基準年度）です。
【土地の評価替え】宅地の評価については、地価公示価格の7割を目途に評価替えを行います。また、地価の下落
傾向を考慮して全標準宅地の見直しを行い、下落の著しい地域については、今回の評価替えの価格調査基準日（平
成29年1月1日）から7月1日までの半年間の地価変動率を反映させ、評価額の修正「時点修正」を行い、評価の
均衡化・適正化を行います。
※若木町3丁目、大字神鳥谷の一部は、平成30年度より路線価地区となります
【家屋の評価替え】平成30年1月1日（賦課期日）までに建築された家屋の再建築価格を求め、これに新築時から
の経過年数に応じた減点補正等を行い、評価額を算出します。
※再建築価格：評価替えの時点で評価の対象となった家屋と同一のものを再びその場所に新築するとした場合に
必要な建築費
◆固定資産評価審査委員会への審査申出
　当該年度の固定資産課税台帳に登録された価格について不服がある場合は、固定資産評価審査委員会に審査の
申し出をすることができます。
期間　価格登録の公示日から納税通知書を受けた日以後3カ月以内

　現在交付している課税標識（ナンバープレート）の一部に、「政光くん・寒川尼ちゃん」や「開運★おやまく
ま」のキャラクターを取り入れた新課税標識を導入します。従来のナンバープレートのほか、下記の2種類を含
め3種類の中から選択できます。また、すでに登録している車両でも希望により無料で交換することができます。
交付開始　4月2日㈪8:30から　期間・時間　通年8:30 ～ 17:15（土日・祝日を除く）
交付場所　資産税課のみ（市役所1階）※従来のナンバープレートは今まで通り出張所で交付しています
持ち物　　新規登録→販売証明書または譲渡証明書、印鑑、身分証明書
　　　　　交換→現在ついているナンバープレート、標識交付証明書、印鑑、身分証明書
　　　　　※必要書類が揃っていれば、代理人でも申請可。揃っていない場合、受付ができません
　　　　　※交換に伴い、自賠責保険など手続きが必要な場合がありますので、ご加入の保険会社などにお問合せください
　　　　　※複数台の交換を希望する場合、資産税課までご連絡ください
　　　　　※新規登録・交換にかかわらず、ナンバープレートの番号指定はできません

問
合
せ

縦覧・閲覧に関すること　土地係☎22‒9432
土地に関すること　　　　土地係☎22‒9436
家屋に関すること　　　　家屋係☎22‒9475

資産税課からのお知らせ

4月2日㈪から
原動機付自転車ご当地ナンバープレート
の交付を始めます

問資産税課☎22‒9432

【見本】

固定資産税第1期納期限は5月1日㈫です。
納税通知書は、4月上旬に郵送します。

排気量 ナンバープレートの地色
50cc以下 白色
50cc超～ 90cc以下 薄黄色
90cc超～ 125cc以下 薄桃色

【対象車種】125cc以下の原動機付自転車
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問市民課☎22‒9405

窓口 ･ 電話番号 開設時間
（祝日・振替休日・年末年始を除く） 取扱業務

　市民課☎22－9405
【月・水・金・土・日】
　　　　8：30～17：15

【火・木】8：30～19：00（※1）
①住民票写し等の交付
②戸籍謄本・抄本等の交付
③市税証明等の交付
④印鑑登録証明書の交付
⑤印鑑登録
⑥戸籍届出受領、埋火葬許可証の交付
⑦転入・転居・転出・世帯変更届
⑧国民健康保険・国民年金の加入・喪失届
⑨パスポートの申請・交付（※2）
⑩母子手帳の交付
　（市民課での交付は土・日曜日のみ）
※1 市民課の17:15以降は、①②④⑤⑥の取扱い
　　のみとなります
※2 パスポートの申請・交付は、市民課のみでの
　　取扱いとなります。また、土・日曜日は交付
　　のみとなりますのでご注意ください

　大谷出張所　☎28－0004
　間々田出張所☎45－1335
　（間々田市民交流センター）
　生井出張所　☎45－4004
　寒川出張所　☎38－1002
　豊田出張所　☎37－1002
　中出張所　　☎38－0002
　穂積出張所　☎38－2004
　桑出張所　　☎22－4545
　（桑市民交流センター）
　絹出張所　　☎49－0027
　小山東出張所☎21－0171

【月～金】8：30～17：15

　小山城南出張所☎31－3650
　（小山城南市民交流センター） 【火～日】8：30～17：15

　春は就職や進学などに伴い、窓口が大変混雑します。特に 4月の月曜日や週末は混雑が予想されますので、
可能な範囲で日にちをずらしてご来庁ください。また、平日は各出張所でも手続きができますのでご利用く
ださい。
　なお、市民課では、窓口業務の一部を平日火曜日と木曜日の 19時まで延長しています。また、土・日曜
日に窓口を開設（市民課・小山城南出張所）しています。

市民課窓口平日（8:30 ～ 17:15）のみの取り扱い業務
①在留関連事務（外国籍の方の住所異動など）
②住民基本台帳カードおよび個人番号カードを利用した転入・転出、③パスポートの申請・交付（※2）

市民課窓口のご案内

※内容によっては土・日曜日では取り扱いできない場合もありますので、事前にご確認ください

小山市ファミリー・サポート・センター
～いざという時のために登録しておくと安心です～
ファミリー・サポート・センターとは？
　子育ての援助を行いたい人（提供会員）と子育ての援助
を受けたい人（依頼会員）がセンターに登録して会員とな
り、相互に育児の援助活動を行う組織です（1時間600円から）。センターのアドバイザーが仲介者となり、会員
相互の援助要望をコーディネートしています。

問ファミリー・サポート・センター☎24-1012
　　受付時間8:30 ～ 17:00（年末年始を除く毎日）
　子育て包括支援課☎22-9627

※ひとり親家庭の方が会員となり、助成要件に該当する場合、利用料の助成が受けられる制度があります

①【提供会員】※特に募集しています！！
　　市内在住または在勤で、子育ての援助を行うことがで
　きる方。安心して援助活動をできるよう所定の講習を受
　けていただきます。
②【依頼会員】
　　市内在住または在勤で、子育ての援助を希望する方　
　　（対象児は概ね生後6カ月以上15歳くらいまで）
③【両方会員】
　　依頼会員と提供会員の両方を兼ねる方

●会員は3種類です ●主な援助活動内容

【病気・緊急対応強化事業】
・病気、病後時（回復期）にあり、集団保育等の困
　難な時期のお子さまの預かり
・保護者の急な出張等宿泊を伴うお子さまの預かり

【基本事業】
・保育施設等への送迎や保育終了後の預かり
・学校の放課後または学童保育の終了後の預かり
・保護者の病気、休養、リフレッシュ、求職活動の
　際の預かり

3人乗り自転車貸出事業の利用者を募集しています
貸出期間　4月上旬～平成31年3月22日㈮
貸出台数　①電動アシスト付き自転車8台　②ギア付き自転車30台　※応募者多数の場合には抽選
貸出料金　①月額800円　②月額500円　
応募受付期間　3月1日㈭～ 12㈪　※詳しくは、お問合せください

問子育て包括支援課☎22-9634
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問地域包括ケア推進課☎22‒9541・9549

4月から変更になるもの
　●介護報酬　　介護保険サービスにかかる料金が変わります。
　　　　　　　　そのため、サービスを利用したときの利用者負担も変更になります。
　●介護保険料　「すこやか長寿プラン」の見直しと併せて、保険料額も変わります。

介護保険からのお知らせ
 ～ 4月と8月に介護保険の制度が変更になります～

8月から変更になるもの
　●現役並みの所得のある方の利用者負担が3割に
　　介護保険制度の持続可能性を高める観点から、現在介護保険サービスを利用したときの利用者負担が2割の
　方のうち、特に所得の高い方（※）の負担割合が3割に変更になります。
　
　（※）　本人の合計所得金額が220万円以上で、なおかつ同一世帯の第一号被保険者の年金収入＋その他の合計所得
　　　金額が単身の場合340万円以上、もしくは同一世帯の第一号被保険者が2人以上の場合463万円以上の人

実施医療機関
　人間ドック 28 カ所、脳ドック４カ所、心臓ドック・レディースドック各 1 カ所
　※ 医療機関名については広報おやまと同時配布の「平成 30 年度健康のしおり」または、市ホームページでご
　　確認ください

　小山市国民健康保険加入者および栃木県後期高齢者医療加入者の皆さまの健康保持増進のため、人間ドック等受
診者に対し助成事業を実施します。
　また、今年から郵送申請を開始します。申請方法は下記をご覧ください（市で実施している特定健診および後期
高齢者健診と重複しての受診はできません）。

区　分 人間ドック 脳ドック 心臓ドック レディースドック

費　用
41,260 円

※ 新小山市民病院は
43,200 円

43,200 円 64,800 円 64,800 円

対象者 助成対象のすべての方 助成対象のすべての方 助成対象のうち
65 歳未満の方

助成対象のうち国民健
康保険に加入している

女性の方

検査費用　※ 自己負担額は検査費用から助成金額を引いた金額となります

保険区分 小山市国民健康保険の被保険者 栃木県後期高齢者医療の被保険者

助成対象者
検診日当日 35 歳以上で、申込日当日、納期到
来分の国民健康保険税を完納している世帯に属
している方

申込日当日、納期到来分の後期高齢者医療保険
料を完納している方

申請受付
期間

3 月 1 日㈭～ 16 日㈮（9:00 ～ 17:00）　※ 窓口受付、平日のみ
　※ 受付期間内は先着順ではありません
　※ 受付期間内に定員を超えた場合は抽選になります。満たない場合は期間後も受付します
　※ 郵送申請の方は 3 月 16 日㈮必着です

募集人数
1,600 人 400 人

人間ドック ･ 脳ドック・心臓ドック・レディー
スドックのうち、いずれか一つ 人間ドック ･ 脳ドックの、いずれか一方

助成金額 20,000 円

申請場所 国保年金課 特定健診推進係窓口
（市役所本庁 1 階）

国保年金課 後期高齢者医療係窓口
（市役所本庁 1 階）

持ち物 被保険者証 ･ 印鑑 ( シャチハタ不可 )　※ 世帯が違う方が申請する場合は、委任状が必要です

人間ドック等受診者募集
平成30年度 問国保年金課　特定健診推進係☎ 22‒9418

　　　　　　後期高齢者医療係☎ 22‒9413

※郵送申請
　平成 29 年度に申込みいただいた方には、申請書を郵送します。
申請書は市役所本庁および各出張所窓口、または市ホームページからダウンロードできます。
必要事項を記入、押印の上、下記まで郵送ください。
　〒 323-8686 小山市中央町 1-1-1　国保年金課特定健診推進係または後期高齢者医療係
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問健康増進課☎22‒9520

「健康長寿はとむぎ 100 歳を目指すプロジェクト」
はとむぎ摂取による健康効果の実証研究協力者募集について

　こどもの社会では、全国的に日常生活の延長上でいじめが生じ、こどもたちの健全な心身の発達に重大な影響
を及ぼす深刻な問題となっています。
　市では、このような問題を未然に防ぐとともに「いじめ撲滅」をめざすため、平成25年度から家庭・学校・地域・
行政が連携して「小山市いじめ等防止市民会議」を立ち上げ、「おやまのよい子を育てる大人宣言」を採択して、「い
じめ防止」の啓発活動に取り組んでいます。今年度開催した会議を紹介します。

　内閣府の戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）の研究対象として
小山市のはとむぎが選ばれました。これに伴い、市では、高齢になっても元気で生き生きと暮らせるまちづくり
を目指し、「健康長寿はとむぎ 100歳を目指すプロジェクト」の実施に伴い、参加者を募集します。
　本プロジェクトは、はとむぎの摂取による免疫機能の活性化等を測定する試験を行うもので、はとむぎの積極
的な摂取による、免疫機能の向上、生活習慣病予防効果が期待されています。
　募集人数　300人（スクリーニング対象者数）
　募集期間　3月1日～ 4月6日　※定員になり次第締切
　募集対象　20歳～ 64歳の健康な男女　※日本人の方
　参加条件　①慢性疾患を有し薬物治療を受けていない方・重篤な既往歴のない方
　　　　　　②スクリーニング時、LDLコレステロールが 140mg/dl未満の方
　　　　　　③スクリーニング時、中性脂肪が 150mg/dl未満の方
　　　　　　④スクリーニング時、収縮期血圧が 140mmHg未満かつ拡張期血圧が 90 mmHg未満の方
　　　　　　⑤スクリーニング時、空腹時血糖値が 126mg/dl未満の方
　　　　　　⑥スクリーニング時、BMIが 25kg/m2未満の方
　　　　　　⑦はとむぎ、麦茶にアレルギーのない方
　　　　　　⑧妊娠中、授乳中、妊娠予定のない方
　試験スケジュール・方法
　　①4月21日㈯・22日㈰のうち 1日　※午前中
　　　　300人を対象に説明会およびスクリーニング実施（採血6ml・計測・問診・生活習慣アンケート）
　　　　医師による総合的結果から被験者の選出　120人
　　②6月8日㈮・9日㈯・10日㈰のうち 1日　※午前中　　　
　　　　スクリーニングで対象者となった方120人について第1回試験
　   　　（採血15ml・採尿10ml・唾液採取・計測・問診・診察・自覚アンケート・生活日誌）
　　③試験期間中、毎日はとむぎを摂取
　　④8月3日㈮・4日㈯・5日㈰のうち 1日　※午前中　　
　　　　スクリーニングで対象者となった方120人について第2回試験（最終）
　　　　（採血15ml・採尿10ml・唾液採取・計測・問診・診察・自覚アンケート・生活日誌）
　試験会場　健康医療介護総合支援センター
　その他　スクリーニング・試験参加者には協力費を支給（金額未定）します。

●１回目（平成 29年 6月 19 日㈫開催）　
　いじめを生まないためには、よりよい人間関係づくりが大切と考え、「こどもとコミュニケーション」につ
いて話し合いました。家庭や地域の中でのコミュニケーション、こどもを取り巻く言語環境について現状や課
題・改善策を話し合い、それを今後の取組に生かしていくことになりました。

小山市いじめ等防止市民会議

●2回目（平成 30年 1月 30 日㈫開催）　
　講師兼コーディネーターとして、とちぎ市民協働研究会の廣瀬隆人先生をお迎
えしました。はじめに「おやまのよい子を育てる大人宣言」の各条文についてふ
り返り、現状や課題を出し合いました。そして各委員が実践してきた取組を報告
し合いながら、こどもたちを健やかに育てるためにどうしたらよいか意見交換し
ました。以下は、市民会議から皆様へのメッセージです。

問生涯学習課☎22‒9695

　こども社会は大人社会の鏡です。地域の中で、まずは大人同士の関わりを深めていきましょう。地域の行事にこどもと一
緒に参加しながら、大人同士のつながりをますます広げ、深めていくことが、こどもたちの健やかな成長に大きく関わって
きます。地域力を高め「こどもにも大人にもやさしいまちづくり」を今後も共に進めていきましょう。
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第 2回全国瞬時警報システム（Ｊアラート）の全国一
斉情報伝達訓練の実施 問危機管理課☎39‒6684

※政府からテレビやラジオ、緊急速報メール（エリアメール）により、訓練用の速報が放送、配信されることは
ありません。また、当日の気象・地震活動等の状況によっては、訓練を中止することがあります

日　　時　3 月 14日㈬ 11:00 頃
伝達方法　おーラジ、防災行政無線、小山市安全安心情報メール、テレビ小山放送の「Ｌ字放送（文字テロップ）」
　政府と連携した市の情報伝達手段の動作確認を行うため、「これは、Jアラートの訓練です。」という放送、配
信を行います。市民の皆さんが特に行動することはありません（自主的な訓練を妨げるものではありません）。

　私たちは、誰もが豊かで平和な生活をしたいと思っています。「明るい選挙」とは、1人でも多くの有権者が投
票に参加し、買収等の違反をなくして選挙がきれいに行われることにより、私たちの意志が政治に正しく反映さ
れる選挙のことをいいます。小山市選挙管理委員会では、小山市明るい選挙推進協議会や、栃っ子！選挙推進プ
ロジェクト（白鷗大学生による選挙啓発サークル）と緊密に連携・協力し、投票率向上のための啓発活動等を行っ
ています。
　昨年度から選挙権の年齢が18歳以上に引き下げられたことで、若者の声を政治に反映できるようになりました。
投票日当日都合の悪い方は、期日前投票もできます。政治に関心を持ち投票に行きましょう。

みんなで進めよう明るい選挙 問選挙管理委員会☎22‒9481

明るい選挙ポスターコンクール入賞者（敬称略）
◆県優秀賞
　川

かわつら

面　実
み う

生（間々田東小6年）
◆県入選（小学生）石

い し い

井　愛
ま な え

笑（小山第二小5年）　加
か と う

藤　秋
あ き さ

桜（大谷北小5年）
　　　　　　　　　粂

くめかわ

川　劉
りゅうせい

生（羽川小6年）
◆県入選（中学生）北

きたやま

山　智
と も や

也（大谷中2年）　光
みつざわ

澤　史
し お り

織（乙女中3年）
◆県佳作（小学生）渡

わたなべ

辺　暖
ほ の か

ノ華（若木小2年）　田
た な か

中　拓
た く み

海（大谷東小3年）
　　　　　　　　　恩

お ん だ

田　莉
り お

緒（小山城北小5年）
◆県佳作（中学生）髙

たかなし

梨　優
ゆ う と

斗（大谷中1年）　平
ひらさわ

沢　優
ゆ う な

奈（小山第三中2年）
　　　　　　　　　北

ほうじょう

條　千
ち さ と

咲音（小山第三中2年）　山
や ま だ

田　愛
ま な と

叶（大谷中3年）
～多数のご応募、ありがとうございました。～

平成30年春季全国火災予防運動（3月1日㈭～7日㈬）
「火の用心　ことばを形に　習慣に」（2017 年度全国統一防火標語）
　この運動は、火災の発生しやすい時季を迎え、火災予防の意識を一層高め、家庭や地域からの火災発生を防止し、
生命、身体および財産を火災から保護することを目的として実施します。市消防本部管内では、平成 29年に 73
件の火災が発生し、そのうち住宅などの建物が火災になった件数は 33件、火災による死者は 6人となっています。
　平成 28年に比べ火災件数の 35％増をはじめ、建物火災件数、火災死者数共に増加しています。火災発生を防
止するため、火の始末などに十分注意してください。
運動期間中の事業
・消防本部・市役所のサイレン吹鳴（火災予防運動初日の 7時）
・消防職員の住宅訪問による防火パンフレットの配布（訪問時承諾を得た場合は、火気器具の適正使用や管理状
　況に関する防火点検を実施）
・消防本部・消防団の車両による管内の巡回広報活動　・事業所に対する特別査察

問消防本部予防課☎39‒6657

住宅用火災警報器の設置・維持管理
　市消防本部管内では平成 29年中の火災死者全体の約 8割が住宅火災で亡くなっています。この住宅火災によ
る死傷者を減らすために、就寝中に発生した住宅火災の煙を感知して警報音などを発する、住宅用火災警報器
が有効です。住宅用火災警報器は市火災予防条例で設置が義務化されています。まだ設置していない住宅は設
置してください。また、住宅への設置義務化から 10年を超えました。設置済みの住宅でも、電池切れや本体内
部の電子機器の劣化により適切に作動しない場合があります。正常に作動するか定期的に確認して
ください。
設置場所　寝室および寝室がある階（寝室が 1階の場合は除く）の階段
維持管理　ボタンを押す、またはひもを引いて作動を確認する。不良の場合は、電池交換や機器を
　　　　　取替える。ホコリ等を乾いた布でふき取る。
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碓井要作ー田中正造とともに歩んだ蚕種家ー
　碓井要作（うすいようさく）は、明治4（1871）年、現在の小山市下生井に生
まれました。当時の生井村は蚕の卵を生産する蚕種業が盛んな村で、碓井家も蚕
種を営んでいました。要作は、下都賀郡蚕種同業組合の初代組合長を務めるなど、
蚕種業の発展に奔走した人物です。
　一方で、要作は明治40（1907）年に栃木県会議員となり、田中正造とともに河
川改修や谷中村廃村問題へ情熱を傾けました。要作と正造は多数の手紙をやりと
りしており、正造の死去に際しては要作が分葬儀を執行、田中霊祠の祭主を務め
るなど親交の深さが窺われます。本展示会では、市内で保存されてきた田中正造
書簡を初展示します。
　また、田中正造との関係で注目されることが多い碓井要作ですが、雅号を「石泉」
として、すばらしい漢詩をつくる人物としても評価されています。要作の漢詩作
品や、田中正造・木下尚江ら直筆の揮

き ご う

毫集もご覧ください。
会　期　3月31日㈯～ 5月27日㈰　開催場所　市立博物館
開館時間　9:00 ～ 17:00（入館時間は16:30まで）
入館料　大人200（100）円、大学・高校生100（50）円、小・中学生無料
　　　　※（　）内団体料金・おやまミュージアム割引実施（車屋美術館入館券半券
　　　　　提示で団体料金）
無料入館日　5月4日㈮、5日㈯、18日㈮
休館日　4月2日㈪、9日㈪、16日㈪、23日㈪、27日㈮、5月1日㈫、7日㈪、14日㈪、21日㈪、25日㈮
講演会　定員各40人。申込みはいずれも博物館へ電話
①4月15日㈰13:30 ～ 15:00
　「近代小山の蚕産業」
　講師　小川　聖氏（栃木県文化財保護審議委員・元当館学芸員）
②4月29日㈰13:30 ～ 15:00
　「漢詩とはー要作の漢詩を踏まえて考える」
　講師　塚越　義幸氏
　（國學院大学栃木短期大学教授）
③5月12日㈯13:30 ～ 15:00
　「碓井要作と田中正造」
　講師　大嶽　浩良氏
　（元栃木県歴史文化研究会常任委員長）

「開運のまち おやま」デスティネーションキャンペーン事業　小山市立博物館開館 35 周年記念　第 70 回企画展

問博物館☎45‒5331

博物館後期講座

講演会「博物館・美術館を活かしたまちづくり」
日時　3月18日㈰13:30 ～ 15:00　　講師　田中　実穂氏（江戸東京博物館学芸員）
会場　博物館　定員　50人　　申込み　博物館へ電話

碓井要作写真
（当館蔵　新収蔵資料）

洪水調査中の田中正造
と碓井要作（佐野市郷
土博物館写真提供）

田中正造の死を悼む
木下尚江揮毫（当館蔵）

養蚕図　三代広重画
（栃木県立博物館蔵）

「碓井要作」展関連展示

渡良瀬遊水地の生きもの特別展示
期　間　3月31日㈯～ 5月27日㈰
場　所　博物館エントランスホール
　明治時代、渡良瀬川改修案のずさんさを訴え続けた碓井
要作。改修案はその後何度も見直されました。現在の遊水
地は、治水施設としての役割に加え、自然の宝庫ともなっ
ています。
　博物館では、「碓井要作」展開催期間中、渡良瀬遊水地に
生息する魚類の生態展示（水槽）を中心に、鳥類・昆虫の
標本を特別展示します。

チュウヒ ワタラセハンミョウモドキ

ナマズ オイカワ
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集会所講座生募集 問生涯学習課☎22‐9695

　集会所講座は、学習を通じて市民の交流を促進する中で、人間関係を深め共に支えあう「共生の心」を醸成す
るために実施するものです。健康増進を目的とした講座を企画しましたので、お気軽にお申込みください。

集会所名 講座名 回数 実施日 時間 定員

網戸中坪 ストレッチ体操 25 4月～ 1月の水曜日
（月5回以内、8・9月夏休み） 13:30 ～ 15:30 20人

押　切 ふれあい健康体操 25 4月～ 11月の月曜日
（月4回以内） 9:30 ～ 11:30 20人

東出井 フレッシュ体操 25 4月～ 12月の火・木・土曜日
（月4回以内・8月夏休み） 9:30 ～ 11:30 20人

申込み　3 月 1日㈭～ 13日㈫に生涯学習課へ電話。先着順ではありません。【締切厳守】
　※定員を超えた場合は抽選となり、前年度に同一講座を受講された方にはご遠慮いただくことがあります。また、
　　申込みが10人に満たない講座は開講しません

※25回の講座のうち、1回は人権学習会を行います

毎月 8 日は、「ごみ減量推進の日」です！ 問環境課☎22‐9286

　市では 8つのごみの種類に分けていることから、毎月 8日を「ごみ減量推進の日」に制定しました。ごみ減量
のために、ご協力をお願いします。
①生ごみの 3キリ運動の推進（使いキリ・食べキリ・水キリして出しましょう！）→水切りで約 10％の削減に！
②雑紙は資源ごみとして出しましょう！→チラシや食料品の空き箱などは、「紙・布類」の日に雑誌などに挟むか、
　紙袋に入れるなどして出しましょう！
③古布は資源ごみとして出しましょう！
④プラ容器は洗って資源ごみとして出しましょう！

4月開講 白鷗大学市民開放講座（前期）受講生募集
大学のキャンパスで生涯学習！

　白鷗大学市民開放講座は、大学で行われる通常の授業を市民の皆さまに開放し、実際に学生たちと机を並べて
学んでいただくものです。また、より多くの方に学んでいただけるよう、割安な受講料となっています。幅広い
科目を数多く用意しましたので、皆さまの受講をお待ちしています。
期　間　4月 9日㈪～ 7月 27日㈮
場　所　白鷗大学本キャンパス（駅東通り）および大行寺キャンパス
　　　　※4月から、キャンパス名が変更になります
　　　　※本キャンパスには駐車場がありませんのでご注意ください
受講料　週 1回講義科目（半期）＝ 1万円、週 2回講義科目（半期）＝ 2万円
　　　　※受講決定後、大学から振込用紙が送付されます。教材代は含まれません
対　象　市内在住・通勤・通学者
定　員　各科目 5人（受講希望者多数の場合は先着順）
科　目　教養、経営学部関連、法学部関連、教育学部関連科目（約 100科目）
その他　①受講生には大学から受講許可証・聴講生証（IDカード）が交付されます。
　　　　②学内図書館、スクールバス（無料）も利用できます。
　　　　③開放科目の詳しい内容は、白鷗大学地域連携サポートセンター（☎22－9790）にお問合せください。
申込み　2月 28日㈬～ 3月 9日㈮に、電話・FAX・ハガキまたは直接生涯学習課の窓口へ住所・氏名・年齢・
　　　　電話番号・希望科目をお知らせください。
開放予定科目の例　※詳しくは公民館・図書館などに配置してあるパンフレットをご覧ください

教養科目 歴史学、地理学概論、倫理学概論、美学、比較文化論、文化人類学、スペイン語、中国語
など

経営学部関連科目 日本経営史、現代日本経済論、銀行論、流通論、マーケティング、国際関係（インド・ネパー
ル）など

法学部関連科目 商法総論、日本法制史、西洋政治史、労働法、民事法概論、地方行政論など
教育学部関連科目 発育発達学、人格心理学、レクリエーション理論、競技スポーツ理論など

申込み・問生涯学習課☎22‐9665／℻  22‐9696
〒323‐8686小山市中央町1‐1‐1

白鷗大学本キャンパス
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問健康増進課☎22‒9524

3月は「自殺対策強化月間」です

　各地域の名所や旧跡に触れながらウォーキングを楽しみませんか？
平成30年度の前半6コース（全12コース）を紹介します。※事前申込み不要・参加費無料

※時間は集合時間です。ウォーキング参加時には、各自飲み物をご用意ください

第8回おやまのまちde開運ウォーキング（上半期）

日　時 集合場所 コース名／距離 主催・問合せ
４月7日㈯
8:30

間々田市民
交流センター

〔ままだの歴史と自然満喫コース〕思川左岸堤防、乙女河岸、下川
岸水神宮、乙女八幡宮、車屋美術館、乙女かわらの里公園　約7㎞

間々田公民館
☎45-1335

4月14日㈯
8:30

穂積グランド
（穂積小学校東）

〔穂積の思川桜めぐりコース〕
思川沿いの桜づつみ（萩島～白鷗大学）　約6.5㎞

穂積公民館
☎38-2004

４月15日㈰
10:00 中公民館 〔巴波川の里自然コース〕蛍橋、薬一神社、泉橋、新泉橋、宇治神社、

獅子神社、栃木県南地方卸売市場、保寿寺、河原田神社、二条堰　約6㎞
中公民館
☎38-0002

5月19日㈯
9:00

健康医療介護
総合支援センター

〔緑の健康づくりの森ウォーキングコース〕新小山市民病院を含む
緑の健康づくりの森およびその周辺の散策コース　約6.5㎞

健康増進課
☎22-9526

5月26日㈯
9:00 生井公民館 〔なまいの自然散策コース〕ラムサール条約湿地登録「渡良瀬遊水

地」堤防、なまいふるさと公園、小谷城跡　約8㎞
生井公民館
☎45-4004

６月16日㈯
9:00 絹公民館 〔絹の歴史と自然散策コース〕絹ふれあいの郷・寺野東遺跡・高椅

神社および絹の田園風景　約7㎞
絹公民館
☎49-0027

栃木県県南健康福祉センターの自殺予防対策事業のご案内
　申込み・問県南健康福祉センター☎22-6192　会場　栃木県小山庁舎
●精神保健福祉相談（事前予約制）
　精神科医師による心の相談と保健師相談を行います。※月によって開催日が異なります
●保健師による電話・面接相談（随時）

小山市の自殺予防対策事業のご案内　申込み・問福祉課☎22-9619　会場　保健・福祉センター
●法律とこころの相談（事前予約制）
　弁護士による法律相談と保健師による心の健康相談をあわせて行います。日時　毎月第１木曜日10:00 ～正午
●こころの相談（事前予約制）
　精神科医師による心の相談と保健師相談を行います。※月によって開催日が異なります　14:00 ～ 15:30
●自死遺族の集い
　大切な方を自死によってなくされた方のわかちあいの場です。※市外の方も対象
　日時　偶数月第3火曜日　14:00 ～ 16:00
●職員による電話・面接相談（随時）

　「わけもなく疲れ果てて、生きているのがつらい」、「疲れているのに、2週間以上眠れない日が続いている」、「食
欲がなく、体重が減っている」、このような状態が続いていたら、「うつ」のサインかもしれません。受診するこ
とや、相談することで少し楽になったり、解決への糸口が見つかったりすることがあります。我慢せずにぜひお
電話・ご相談ください。

　自殺を防げる社会は、誰にとっても生きやすい社会です。「かけがえのない命」を守るために、孤立を防ぎ
支えあうことが大切です。

～誰も自殺に追い込まれることのない社会をめざして～

問福祉課☎22‒9619

3月は「県内一斉地方税滞納整理強化月間」です
問納税課☎22‒9444 ～ 9447●税金を滞納するとどうなるの？～見逃しません！地方税の滞納～

　納税の公平性と税収確保のため、栃木県と協働で徴収強化に取り組みます。
　納税は国民の義務であり、納期内納付が基本です。納期を過ぎても納付がなく、税金を滞納
したままにすると、延滞金が発生するほか、所有している財産（銀行の預貯金、給与、生命保
険、自動車、不動産等）を調査し、差押えることになり、自宅等を捜索する場合もあります。
●納付が難しい場合は相談を
　病気や失業、事業の廃止、災害にあった場合など、やむを得ない理由で一時的に税金を納期
内に納めることが難しい方は、そのままにしないで、ご相談ください。
　平日延長窓口　月～木曜日17:15 ～ 19:00（祝日、金曜日は開設していません）
　日曜納税相談窓口（3月）　3月25日㈰8:30 ～ 17:15
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勤労青少年ホーム2018年前期講座受講生募集（5～7月）
問勤労青少年ホーム☎23‐3402（工業振興課☎22‐9399）

講座名 回数・受講料 定員 曜日 時間
4月5日㈭　19:00より受付

エアロビクス＆骨盤ストレッチ 10 1,000 30
月

19:15 ～ 20:30
月曜・ヨーガセラビー 10 1,000 20 19:30 ～ 20:40
ピークピラティス 10 1,000 30

水
19:30 ～ 20:45

水曜・リフレッシュヨガ 10 1,000 15 19:30 ～ 20:45
木曜・リラックスヨガ 9 1,000 20

木
19:30 ～ 20:45

ZUMBA 10 1,000 30 19:45 ～ 21:00
ソフトエアロ＋ボディメイク 10 1,000 20 金 19:15 ～ 20:30
アクアビクス 9 1,000 15 土 18:45 ～ 19:30

講座名 回数・受講料 定員 曜日 時間
4月5日㈭　10:00より受付

ボールエクササイズ＆エアロビクス 10 1,000 30 月 10:00 ～ 11:00
火曜・親と子のリトミックA 9 1,000 20

火
10:00 ～ 10:50

火曜・親と子のリトミックB 9 1,000 20 11:00 ～ 11:50
ママのエアロビクス 10 1,000 30 水 12:30 ～ 14:00
木曜・ママとベビーのヨガ1 10 1,000 15

木

10:00 ～ 10:45
木曜・ママとベビーのヨガ2 10 1,000 15 11:00 ～ 11:45
木曜・親と子のリトミックC 10 1,000 20 10:00 ～ 10:50
木曜・親と子のリトミックD 10 1,000 20 11:00 ～ 11:50

講座名 回数・受講料 定員 曜日 時間
4月4日㈬　19:00より受付

コツをつかんで今日から美文字 5 1,000 20 月 19:15 ～ 21:00
茶道宗門（立礼・座礼） 10 3,000 8

火 19:00 ～ 21:00火曜料理講座 9 6,000 20
フラワーアレンジメント ４ 6,000 10
水曜料理講座 5 3,500 20

水 19:00 ～ 21:00
ギター教室（アコギ・エレキ） 10 1,000 10 19:30 ～ 20:50
書道 10 3,000 20

木 19:00 ～ 21:00
絵画教室 10 1,000 5
おしゃれなフラダンス 6 1,000 15

金 19:30 ～ 21:00
Master Minds 英会話 10 1,000 30
初級ゴルフ　月曜コース 9 6,000 15 月 19:00 ～ 20:30
初級ゴルフ　木曜コース 9 6,000 15 木 19:00 ～ 20:30
初・中級テニス 9 3,000 15 金 18:30 ～ 20:00

　クラブ加入希望者は、同ホームにお問合せ後、下記の活動日に見学のうえ申込んでください。
クラブ 種　目 場　所 日　程 時　間

シャークス バドミントン 体育センター 毎週月曜 19:00 ～ 21:00
ダボペース ゴルフ 小山東ゴルフ練習場 毎週月曜 19:00 ～ 21:00
ブルース ソフトバレー

体育センター
毎週火曜 19:00 ～ 21:00

バスケの神様 バスケット 毎週水曜 19:00 ～ 21:00
VIVIANA 卓球 毎週木曜 19:00 ～ 21:00
ホワイトウィングス バドミントン 毎週金曜 19:00 ～ 21:00
インサイト テニス あけぼの公園 毎週金曜 20:00 ～ 22:00
もけもけ団 バドミントン 体育センター 毎週土曜 10:00 ～ 13:00
Monte Vista 軽登山 県内各地 年 6 回程度

※「ボールエクササイズ＆エアロビクス」「ママのエアロビクス」は、
お子さま連れでも参加可（託児なし）。その他講座のお子さま連れは
ご遠慮ください。「ママとベビーのヨガ」は原則2カ月～ 2歳位、「親
と子のリトミック」は原則1歳～ 3歳位のお子さまとペアで参加。A・
B、C・D、1･2両方の参加はできません。会場、「アクアビクス」はイー
グルスポーツプラザ小山、「ゴルフ」は小山東ゴルフ練習場、「テニス」
はあけぼの公園。各講座の定員は、優先受付分を含みます
◆登録クラブ紹介◆

クラブ 種　目 場　所 日　程 時　間
パイナポー ウクレレ

勤労青少年
ホーム

毎週月曜 19:00 ～ 21:00
美文字 ペン字 19:00 ～ 21:00
レアレア フラダンス

毎週火曜
19:00 ～ 21:00

六弦 ギター 19:00 ～ 21:00
HIPHOP HIPHOP ダンス 19:15 ～ 20:45
ミライノミ 音楽バンド 毎週水曜 19:00 ～ 21:00
モンステラ フラダンス 第 1･2 水曜 19:30 ～ 21:00
なでしこ 着付け 第 2･4 水曜 19:15 ～ 21:00
ムアオ ポリネシアンダンス 第 4 水曜 19:30 ～ 21:00
マウナケア フラダンス 第 1･2･3 木曜 19:30 ～ 21:00
桂花 書道 第 1･3 木曜 19:00 ～ 21:00
Fiesta ZUMBA 第 1･3 金曜 19:45 ～ 21:00
ポップス・ポロッポー ポップス（歌） 第 2･4 金曜 19:30 ～ 21:00
そばに居よう会 そば打ち 第 2 金曜 19:00 ～ 21:00

■受講資格　16歳～ 39歳の市内在住・在勤または同ホーム（小山市犬塚3－1－2）利用可能な地域の方
■申込み（先着順）
〇申込受付日時：下表参照。受付開始時間の 30 分前から整理券を配布（受付開始時間の 30 分後まで有効）
〇申込会場　勤労青少年ホーム（犬塚3‐1‐2） 小体育館
〇申込方法　申込日に本人または代理人が、直接来場。申込日初日は 1 人 1 講座 2 人分まで申込可。他の講座も受講したい
　　　　　　場合は、申込みの列に並び直してください。定員に満たない講座は 4 月 20 日㈮まで同ホーム窓口で随時受付
　　　　　　（平日 9:00 ～ 20:30、土日 16:30 まで）。キャンセル待ちはありません。
■受講料　下表参照（全て税込）。申込み時、利用者会登録料（税込 1,000 円）と合わせて持参してください。
■その他　・個人で使用する道具（ラケット、書道道具等）は各自で用意願います。
　　　　　・リングジョイの 40 歳以上の会員は、会員証持参のうえ各講座定員の最大 2 割まで（先着順）申込みできます。
　　　　　・やむをえないキャンセルの受付は 4 月 27 日㈮まで、以降の払い戻しはできません。
　　　　　・講師都合、悪天候により講座が中止となった場合、原則日程の延長・返金はありません。
　　　　　・講座開催中、講師が交代する場合があります。
　　　　　・申込者が半数に満たない講座は中止し、受講料を返金します。
　　　　　・受講期間中、受講生は「傷害保険」の加入対象となります。

初代・小山市地域おこし協力隊活動開始 問渡良瀬遊水地ラムサール
　推進課☎22‐9306

　1 月 1 日付で、伴
ばんせきょうこ

瀬恭子さん（小山市生まれ、千葉県千葉市育ち）に小山市地域おこし協
力隊を委嘱しました。伴瀬さんは、初代隊員として「渡良瀬遊水地の観光地化事業」の推進
に取り組みます。地域づくりへの参加や、自然観察・自然体験事業の支援、また、これらの
情報を WEB サイトや SNS 等にて発信します。

Facebook TwitterInstagram
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第 68 回県南五市対抗親善駅伝競走大会で小山Aチー
ムがチーム別優勝！

　１月８日、小山市、真岡市、栃木市、
佐野市、足利市の県南５市が、それ
ぞれ中学生から一般までの男女で２
チームを編成して、合計タイムで総
合優勝を競う県南５市対抗親善駅伝
競争大会が開催されました。
　小山市は、小山 A チームがチーム
別で優勝し、合計タイムでもわずか
７秒差の準優勝の成績を収めました。

五穀豊穣と無病息災を祈る「どんど焼き」
　１月 14 日、道の駅思川で、12 回目となる「どんど
焼き」が行われました。「どんど焼き」は、お正月かざ
りを「お炊き上げ」、１年の無病息災を神様にお願いす
る行事で、昔から ､ その火であぶった餅を食べると病
気にかからないと言われてい
ます。参加した人々は、今年
一年の無病息災を祈り、厳粛
な催しの中にも、楽しい時間
を過ごしていました。
災害時応援協定締結式
　１月 18 日、栃木県弁護士会と「災害時における法律
相談業務に関する協定」、栃木県南部生コンクリート協
同組合と「災害時における生活用水等の確保に関する

協定」、佐川急便株式会社北関
東支店と「災害時における物
資集積・配送拠点の運営及び
物資の配送等に関する協定」、
三信電工株式会社と「広告付
避難場所等電柱看板に関する
協定」を締結しました。

花桶かつぎ
　１月 27 日、市内寒川地区で ｢ 花桶かつぎ」が行われ
ました。「花桶かつぎ」は、七五三のお祝いをする女子
が晴れ着で着飾り、紙の造花で飾られた花桶を担いで、
神輿を先導しながら町中を
練り歩く、市を代表する指
定無形民俗文化財です。厳
しい寒さにもかかわらず、
多くの地域の人々や、カメ
ラ愛好家が集まり賑わいま
した。

▲寒
さんがわに

川尼

おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

　史上初の双子関取、
　　　　小山市から誕生！

　3 月 11 日に初日を迎える大相撲春場所の番付編成会
議が 1 月 31 日に開かれ、小山市出身の貴乃花部屋の
貴公俊 (20) が、同部屋で昨年 5 月の夏場所で新十両に
昇進した貴源治に続いて、新十両昇進を決め、史上初
の「双子関取」が小山市から誕生しました。

　 顔 が そ っ く り な
貴 源 治 と と も に、
2013 年春場所が初
土俵。2 人は中学時
代 を 茨 城 県 で 過 ご
し、2 人とも中学時
代はバスケットボー
ルに打ち込み、身長

は当時で既に 180 ㎝を超えていたという。2 年の時に
は茨城県選抜に選ばれ、都道府県対抗ジュニア大会で
の全国 3 位に貢献した。
　相撲は未経験。入門から 2 年で幕下まで出世したが、
手ごわい相手のひしめく幕下、新十両までは 3 年足踏
みをした。その間、すり足・てっぽうなどの地道な基
本動作を重視し、足腰を強化してきた。重心の低さと
腰の重さを身につけ、押し込まれる相撲が減り、関取
の地位をつかんだ。
　貴乃花親方（元横綱）は、「相撲未経験で入門し、5
年でよく上がれた。とても嬉しい。双子だけど、相撲
の取り口も含めて、2 人は素質が違う。貴公俊はスタ
ミナで取るタイプ。昔の横綱、大関は関取衆相手に何
十番も１人で稽古できた。ああいう伝統的な相撲がで
きる関取になって欲しい」と期待を寄せる。
　3 代目若乃花と兄弟横綱になった師匠から指導を受
ける貴公俊には、大きな期待がかかる。また、相撲の
取り口の違う、弟、貴源治とのこれからの出世争いは、
日本中の相撲ファンの大きな注目の的になるだろう。
　貴公俊も「師匠みたいな力士になりたい。自然体で
どっしり構え、どんな力士がきても、負けない力士を
目指したい」と力強く語った。
　小山市の市民に
よる「小山市出身
の力士を応援する
会」は早速、春場
所に間に合うよう
に貴公俊の化粧ま
わしを発注。貴源
治に贈った化粧ま
わしと二つを並べ
ると、地元の渡良
瀬遊水地から市花の「思川桜」や飛び立つコウノトリ、
富士山が望める一枚の絵になるように工夫されている。
　市民の皆さんと史上初の双子関取の誕生を祝福する
とともに、市を挙げて応援してまいりましょう。
　よろしくお願いします。　

　
２
月
１
日
、
民
族

衣
装
に
身
を
包
ん
だ

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
連
邦

共
和
国
、
モ
ハ
ン
メ

ド
・
ガ
ナ
・
イ
サ
特

命
全
権
大
使
と
、
水

稲
栽
培
の
技
術
研
修

の
た
め
、
４
月
か
ら

約
半
年
間
、
小
山
市

に
滞
在
す
る
留
学
生

や
関
係
者
が
市
役
所

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
イ
サ
大
使
か
ら
は
、「
日
本
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
自
治
体
を
訪
問
し
た
が
、
小
山
市
が
一

番
歓
迎
し
て
く
れ
た
。」
と
嬉
し
い
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
は
石
油
が
採
掘
さ
れ
る

が
、
石
油
の
み
に
依
存
せ
ず
、
農
業
の
発
展

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
を
通
じ
た
交
流
に
よ
り
、
友
好
関
係

を
築
い
て
い
き
ま
す
。
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総
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３
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　小山市の豊かな「水と緑と大地」が育むおいし
い農畜産物がシンガポールで紹介されたイベント
の様子をお届けします。昨年開催された「Food 
Japan 2017」というシンガポール最大級の食品
の見本市において、JA とちぎが「とちぎ和牛」を、
とちぎ農産物マーケティング協会が梨の「にっこ
り」をそれぞれ紹介し、私も PR のお手伝いをさ
せていただきました。
　とちぎ和牛は最高級品質の和牛で、小山市でも
多く肥育されています。他のブランド牛に負けな
い美味しさはシンガポールのシェフたちにも高く
評価され、シンガポールで使用するレストランが
増えているそうです。試食用のとちぎ和牛を焼き
始めると、匂いに誘われてお客さんが集まり、と
ろける食感と肉の味わいを楽しんでいました。
　にっこりは 1 キロほどある大きな実にみなさ
んが驚かれていました。大きいだけでなくみずみ
ずしい果実と甘さも大変好評でしたので、今後シ

ンガポールで広まっていくこ
とでしょう。
　また、JR 東日本が訪日旅
行や鉄道に興味がある方の交
流の場として運営するカフェ

「Japan Rail Cafe」 で は、
月替わりで日本の地域を取り上げており、12 月
は栃木県が特集されました。
　最初の週末には、JR と東武鉄道による観光
PR に合わせて、栃木県が生産量日本一を誇るい
ちごの試食会が行われました。来場した人は甘く
熟したとちおとめを使ったケーキや料理を味わ
い、いちご産地としての栃木県を多くの人に知っ
てもらえるイベントになりました。
豊かな自然環境に恵まれた小山市で
作られる食材を、より多くの方に味
わっていただきたいと思います。

総合政策課　川俣英司

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
よ
り

⑰

ろ
、
大
変
な
好
評
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
新
年
会
や
日
帰

り
旅
行
等
を
行
い
、
食
事
を
し
な

が
ら
の
交
流
を
楽
し
ん
で
お
り
ま

す
。

　
社
会
奉
仕
活
動
と
し
て
は
随
時

の
公
民
館
周
囲
の
清
掃
の
他
、
自

治
会
防
災
訓
練
、
夏
祭
り
、
市
民

運
動
会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
を

し
活
動
し
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、

平
成
28
年
度
か
ら
地
域
住
民
の
交

流
の
場
と
し
て「
陽
気
会
サ
ロ
ン
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
住
民
同
士
の

つ
な
が
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が
希
薄
に
な
っ
て
い
る

現
在
、
集
う
こ
と
で
人
と
の
触
れ

合
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生
ま
れ
、
心
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通
わ
せ
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が
ら
和
気
あ
い
あ
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楽
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団

ら
ん
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過
ご
し
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お
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ま

た
、
会
の
イ
メ
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ジ
ソ
ン
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と
し

て
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に
よ
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作
詞
、作
曲
で「
陽

気
会
の
歌
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

会
合
の
前
に
は
必
ず
全
員
で
歌
お
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と
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
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も
い
ろ
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ろ
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を
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て
、
高
齢
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生
き
が
い
づ
く

り
や
、
会
員
一
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ひ
と
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の
健
康
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進
を
図
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と
と
も
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頑
張
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会
長
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代
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御
殿
町
自
治
会
の
老
人
ク
ラ
ブ

は
、「
御
殿
町
陽
気
会
」
と
し
て

平
成
26
年
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設
立
し
た
ま
だ
ま

だ
若
い
会
で
す
が
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御
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町
公
民
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主
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す
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現
在
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人
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お
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す
が
、
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的
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ら
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図
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問健康増進課☎22‒9527
PR ポイント
小山の食材の「かんぴょう」
をたくさんいれることで、
食もつせんいをたっぷりと
ることができるおかずスー
プにしあげました。

★栄養価（1 人分）
エネルギー

(kcal)
たんぱく質

(g) 脂質 (g) カルシウム
(mg) 鉄 (mg) ビタミン A

(㎍ RE)
ビタミン B1

(mg)
ビタミン B2

(mg)
ビタミン C

(mg)
食塩相当量

(g)
155 9.8 18.0 48 1.2 100 0.21 0.17 12 0.8

①かんぴょうを水でもどしたら、やわらかくにる。
②トマトは一口大、たまねぎは薄切り、豚バラ肉は
　1.5cm 幅、かんぴょうは 2 ～ 3cm 幅にカットする。
③あたためたなべにサラダ油を入れ、豚肉、たまねぎ
　をいためる。たまねぎがしんなりしてきたら、次に
　トマトを入れ一緒にいためる。
④トマトに火が通ったら、水を加えて煮る。
⑤ふっとうしたら、カットしたかんぴょうを加えて煮
　込む。
⑥酒、みりん、昆布つゆとかつおだしの素を加えて 5
　分くらいにこむ。
⑦みそととき卵を加えて軽くに立てる。
⑧お好みで、カット三つ葉を加えて出来上がり。

★材料（4 人分）
かんぴょう（乾）
トマト
豚バラ肉
たまねぎ
サラダ油
三つ葉
酒
みりん
昆布つゆ（3 倍濃縮）
かつおだしの素
みそ
卵
水

25g
200g
120g
小 1 個
大さじ 1
15 本
大さじ 1
大さじ 1
大さじ 3
大さじ 1
大さじ 1
2 個
1L

【かんぴょうたっぷりおかずスープ】～こども部門 最優秀賞～
第16回おやま健康料理コンクール受賞作品レシピ健康都市おやま宣言25周年記念事業

★作り方



天
体
観
望
会

｢
ふ
た
ご
座
を
み
つ
け
よ
う

〜
オ
リ
オ
ン
大
星
雲
を
み
よ
う
〜｣

日
時
　
３
／
10
㈯
18
時
半
〜
20
時

会
場
　
生
井
公
民
館
　
※
駐
車
場

は
Ｊ
Ａ
お
や
ま
生
井
支
店

そ
の
他
　
中
学
生
以
下
は
、
保
護

者
同
伴
。
曇
雨
天
中
止
（
当
日
実

施
時
刻
の
１
時
間
前
に
電
話
ま
た

は
博
物
館
HP
で
要
確
認
）
。

◆
当
日
11
時
〜
12
時
半
に
博
物
館

駐
車
場
で
太
陽
観
測
会
も
実
施

問
博
物
館
☎
4
5
３
３
１

共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
第
４
回
小
山
市
社
会
福
祉
大
会
〜

日
時
　
３
／
11
㈰
13
時
〜
15
時
半

（
12
時
開
場
）
※
参
加
無
料

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

内
容
　
式
典
（
福
祉
功
労
者
等
の

表
彰
）、
障
が
い
者
施
設
活
動
発
表
、

福
祉
講
演
会
（
講
師
：
大
橋
ひ
ろ
え

氏
／
俳
優
／
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
／
小

山
評
定
ふ
る
さ
と
大
使
）

問
福
祉
課
2
2
９
６
2
ま
た
は
は

社
会
福
祉
協
議
会
2
2
5
５
１

ア
ー
ト
レ
シ
ピ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

作
家
の
ア
ト
リ
エ
展

日
時
　 

３
／
17
㈯
10
時
〜
15
時

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料

内
容
　
小
山
は
で
活
動
す
る
芸
術

家
の
ア
ト
リ
エ
を
再
現
し
、
５
か

ら
作
品
を
作
り
上
げ
る
、
制
作
風

景
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
覧
会

問
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
2
2
5
5
６

県
立
博
物
館
3
月
の
主
な
行
事

◆
ミ
ミ
ズ
▽
3
／
17
㈯
〜
6
／
17

㈰
ま
で
◆
藤
原
秀
郷
と
那
須
与
一

〜
伝
説
の
武
将
の
実
像
に
迫
る
〜

４
／
８
㈰
ま
で
◆
あ
つ
ま
れ
！
自

然
大
好
き
ー
ポ
ス
タ
ー
発
表
ー
▽

３
／
４
㈰
ま
で
◆
栃
木
の
山
の
暮

ら
し
▽
４
／
８
㈰
ま
で
◆
お
じ
い

さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の
子
ど
も
の

こ
ろ
の
暮
ら
し
▽
４
／
８
㈰
ま
で

◆
県
博
デ
ー
▽
３
／
18
㈰

問
同
館
☎
５
６
８
・
９
３
４
・
１
３
１
１

※
月
曜
休
館
。
高
校
生
以
上
要
観
覧
料

結
城
の
ひ
な
ま
つ
り

日
程
　
３
／
３
㈯
ま
で

会
場
　
結
城
は
北
部
は
街
地

内
容
　
見
世
蔵
、
空
き
店
舗
等
を

利
用
し
、
雛
人
形
を
展
示

問
㈱
Ｔ
Ｍ
Ｏ
結
城

☎
５
６
2
９
・
３
３
・
５
５
７
３

結
城
さ
く
ら
祭
り

　
結
城
は
を
代
表
す
る
花
見
ス
ポ
ッ

ト
の
城
跡
歴
史
公
園
で
、
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
結
城
の

特
産
品
・
物
産
品
販
売
や
、
各
種

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
　
４
／
７
㈯
10
時
〜
15
時

※
ボ
ン
ボ
リ
設
置
期
間
　
３
／
24

㈯
〜
４
／
８
㈰

会
場
　
城
跡
歴
史
公
園
（
結
城
は

結
城

2486-

１)

問
結
城
は
観
光
協
会
事
務
局

☎
５
６
2
９
・
３
４
・
５
４
６
１

結
城
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
活
動
報
告
会
・
市
民
講
座

日
時
　
３
／
18
㈰
13
時
半
〜
16
時

会
場
　
結
城
は
民
情
報
セ
ン
タ
ー

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

募
集
人
数
　

100
人

内
容
　
第
１
部
：
は
民
活
動
報
告

会
、
第
６
部
：
は
民
講
座

講
師
　
白
鷗
大
学
教
授
　
結
城
史
隆
氏

申
込
み
　
☎
５
６
2
９
・
5
４
・

７
５
５
８
ま
た
は
、
℻  
５
６
2
９

・
5
４
・
７
５
５
2
で
結
城
は
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
6.5
㎞

日
時
　
４
／
１
㈰
８
時
45
分
か
ら

コ
ー
ス
　
間
々
田
駅
（
東
口
）
集

合
↓
美
し
が
丘
公
園
（
休
憩
）
↓

間
々
田
八
幡
宮
（
休
憩
）
↓
し
ら
さ

ぎ
館
（
休
憩
）
↓
乙
女
か
わ
ら
の
里

公
園
↓
間
々
田
駅
（
西
口
）
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
2
６
９
2
5

当
日
☎
５
８
５
・
６
９
８
４
・
５
９
９
８

春
の
テ
ニ
ス
教
室
（
一
般
）

日
時
　
４
／
７
〜
5
／
26
の
土
曜

日
（
全
８
回
）
14
時
〜
16
時

※
予
備
日
：
９
／
６
・
2

会
場
　
あ
け
ぼ
の
公
園

定
員
　
先
着
70
人
（
中
学
生
以
上
）

参
加
料
　
5
千
円
（
保
険
料
含
）

持
ち
物
　
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込
み
　
３
／
17
㈯
10
時
〜
11
時

に
参
加
料
を
添
え
て
県
立
温
水

プ
ー
ル
館
会
議
室

問
は
テ
ニ
ス
協
会
　
小
島

☎
５
2
５
・
６
４
６
５
・
３
５
３
９

春
の
ジ
ュ
ニ
ア（
小
学
新
5
年
以
下
）

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

日
時
　
４
／
７
〜
９
／
６
の
土
曜

日
全
８
回
10
時
〜
正
午

※
予
備
日
：
９
／
2
・
16
・
23

※
学
校
行
事
等
で
日
程
が
変
更
に

な
る
場
合
あ
り

会
場
　
あ
け
ぼ
の
公
園

定
員
　
先
着
40
人
※
小
学
新
5
年

生
以
下
（
Ｈ
30
．
４
／
１
時
点
）

参
加
料
　
４
千
500
円
（
保
険
料
含
）

持
ち
物
　
帽
子
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ

ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
料
水

申
込
み
　
３
／
17
㈯
2
時
半
〜
10

時
半
に
参
加
料
を
添
え
て
県
立
温

水
プ
ー
ル
館
会
議
室

問
は
テ
ニ
ス
協
会
　
石
川

☎
５
2
５
・
７
９
３
１
・
９
６
5
５

小
山
市
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

養
成
講
習
会
に
つ
い
て

日
時
　
４
／
19
㈭
2
時
半
〜
15

時
、
20
㈮
2
時
半
〜
正
午

会
場
　
県
南
体
育
館
研
修
室
・
小

山
総
合
公
園
（
森
の
は
ら
っ
ぱ
）

対
象
　

60
歳
以
上
の
は
内
在
住
者

内
容
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
講

義
・
実
習
　
※
参
加
無
料

持
ち
物
　
筆
記
用
具
・
体
育
館
用

上
履
き
・
昼
食
（
１
日
目
）
、
ク

ラ
ブ
・
ボ
ー
ル
・
マ
ー
カ
ー
（
お

持
ち
の
方
）

申
込
み
　
４
／
11
㈬
ま
で
に
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
2
６
９
2
5

国
民
年
金
の
届
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方

が
加
入
す
る
年
金
制
度
で
す
。
退

職
等
に
よ
り
被
保
険
者
種
別
が
変

わ
っ
た
と
き
は
、
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

持
ち
物
　

【
①
・
②
共
通
】
身
分
証
明
書
類
、

年
金
手
帳
、
印
か
ん

【
届
出
に
よ
っ
て
異
な
る
】

①
は
「
退
職
年
月
日
」・
②
は
「
扶

養
か
ら
は
ず
れ
た
日
」
が
証
明
で

き
る
書
類

手
続
き
　
は
民
課
ま
た
は
各
出
張
所

問
国
保
年
金
課
☎
2
2
４
１
９

文
書
館
休
館
日
の
追
加

　
４
／
１
㈰
か
ら
、
日
曜
日
が
新

た
に
休
館
と
な
り
ま
す
。

休
館
日
　
日
曜
・
月
曜
・
祝
日
の

翌
日
・
年
末
年
始
・
館
内
整
理
日

（
第
４
金
曜
）・
特
別
整
理
期
間

問
文
書
館
☎
2
７
６
６
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
し
ま
し
ょ
う

　
は
民
課
・
各
出
張
所
で
簡
単
に

申
請
が
で
き
ま
す
（
土
日
祝
を
除

く
）。
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
等
で

住
民
票
等
証
明
書
が
取
得
で
き
、

本
人
確
認
書
類
と
し
て
利
用
が
で

き
ま
す
。

持
ち
物
　
通
知
カ
ー
ド
、
申
請
書

（
通
知
カ
ー
ド
郵
送
時
に
同
封
さ

れ
て
い
た
も
の
）、
免
許
証
等
本

人
確
認
書
類

問
は
民
課
☎
2
2
４
５
６

「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
開
運
小
山
市

共
通
商
品
券
」
の
使
用
期
限

　
Ｈ
29
．
2
／
30
に
発
売
し
た
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
開
運
小
山
は
共
通

商
品
券
の
使
用
期
限
は
、
３
／
20

㈫
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
限

後
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

お
早
め
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

問
商
業
観
光
課
☎
2
2
６
７
６

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

春
の
無
料
相
談
会

日
時
　
４
／
5
㈭
10
時
〜
15
時

会
場
　
は
役
所
別
館
１
階
会
議
室
5

内
容
　
不
動
産
の
価
格
、
地
代
、

家
賃
、
借
地
権
の
価
格
な
ど

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

広報小山 2018.3月号　20

届
出
が
必
要
な
と
き

異
動
内
容

①
厚
生
年
金
・
共
済
年

金
加
入
者
が
退
職

※
扶
養
さ
れ
て
い

た
配
偶
者
も
手
続

き
が
必
要

第
６
号
被

保
険
者
↓

第
１
号
被

保
険
者

②
配
偶
者
（
厚
生
年

金
・
共
済
年
金
加

入
者
）
の
扶
養
か

ら
は
ず
れ
た

第
３
号
被

保
険
者
↓

第
１
号
被

保
険
者



問
栃
木
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
０
２
８
・
６
３
９
・
０
５
５
６

家
内
労
働
委
託
状
況
届
の
提
出
は

４
月
30
日
ま
で

　
家
内
労
働
法
第
26
条
、
同
法
施

行
規
則
第
23
条
に
よ
り
、
家
内
労
働

者
（
内
職
者
）
へ
業
務
を
委
託
し
た

場
合
に
は
遅
滞
な
く
、
そ
れ
以
後
は

毎
年
４
／
１
現
在
の
委
託
状
況
に

つ
い
て
、
４
／
30
㈪
ま
で
に
労
働
基

準
監
督
署
を
経
由
し
て
栃
木
労
働

局
に
委
託
状
況
届
を
提
出
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
８
・
６
３
４
・
9
１
０
９

小
山
市
渡
良
瀬
遊
水
地
観
光
地
化
推

進
５
カ
年
計
画
策
定
に
お
け
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
に
つ
い
て

閲
覧
場
所
　
渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム

サ
ー
ル
推
進
課
、
各
出
張
所
、
市
HP

意
見
の
提
出
方
法
　
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
郵

便
（
〒
323-

8686
住
所
不
要
）、
℻  

2
８
９
９
２
、

d-ram
sar@

city.oyam
a.tochigi.jp

も
し

く
は
直
接
、
渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム

サ
ー
ル
推
進
課
へ

締
切
　
３
／
９
㈮
必
着

閲
覧
内
容
　
小
山
市
渡
良
瀬
遊
水

地
観
光
地
化
推
進
計
画
（
案
）

問
同
課
☎
2
９
３
５
４

渡
良
瀬
遊
水
地
ヨ
シ
焼
き
見
学
会

日
時
　
３
／
17
㈯
９
時
半
集
合
、

10
時
半
頃
解
散
（
悪
天
中
止
）

集
合
・
解
散
場
所
　
市
役
所
玄
関

前
（
市
役
所
か
ら
生
井
地
区
ま
で

バ
ス
で
移
動
）　
※
参
加
無
料

定
員
　
先
着
15
人

申
込
み
　
３
／
５
㈪
〜
９
㈮
に
環

境
課
☎
2
９
２
８
８

ゆ
め
ま
ち
の
小
山
歴
史
講
座

日
時
　
３
／
24
㈯
13
時
半
〜
15
時
半

会
場
　
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
会
議
室

テ
ー
マ
　
地
図
で
訪
ね
る
中
世
の

小
山
（
城
・
街
・
鎌
倉
道
）

講
師
　
大
島 

満
雄
氏
（
小
山
歴

史
研
究
会
副
会
長
）

定
員
　

30
人
　
※
参
加
無
料
　

申
込
み
　
ゆ
め
ま
ち
☎
2
９
９
３
５

自
然
観
察
会
「
里
山
再
発
見
」
の
開
催

　
憩
い
の
森
・
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ

Ｔ
Ａ
で
自
然
観
察
会
を
実
施
し
ま

す
。
ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
な
ど
の
早
春

の
野
草
を
見
な
が
ら
里
山
を
歩
き

ま
し
ょ
う
。

日
時
　
３
／
24
㈯
10
時
〜
11
時
半

場
所
　
鉢
形
の
里
山
（
小
山
市
鉢
形
130
）

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
　
※
先
着
30
人
・
参
加
無
料

申
込
み
　
３
／
９
㈬
９
時
か
ら
農

政
課
☎
2
９
２
５
５

小
山
市
奨
学
生

①
小
山
市
奨
学
金

対
象
　
次
の
⑴
〜
⑷
を
満
た
す
方

⑴
小
山
市
に
住
所
を
有
す
る
方
の

被
扶
養
者
で
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
が
困
難
な
方

⑵
高
校
・
高
専
・
短
大
・
大
学
・

専
修
学
校
の
高
等
･
専
門
課
程
に

在
学
か
入
学
が
決
ま
っ
て
い
る
方

⑶
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
２
人
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
方
（
保
護
者

お
よ
び
市
内
在
住
者
１
人
）

⑷
奨
学
金
に
類
す
る
他
の
学
資
を

受
け
て
い
な
い
方

定
員
　

20
人

貸
与
月
額
　
高
校
・
高
専
・
専
修

学
校
高
等
課
程
＝
自
宅
通
学
１
万

円
・
自
宅
外
通
学
１
万
２
千
円
、

短
大
・
大
学
・
専
修
学
校
専
門
課

程
＝
自
宅
通
学
２
万
５
千
円
・
自

宅
外
通
学
３
万
円

返
済
　
貸
与
期
間
の
２
倍
に
相
当

す
る
期
間
内
に
全
額
を
年
賦
ま
た

は
半
年
賦
で
返
済
（
無
利
子
）

選
考
方
法
　
書
類
審
査
の
み

申
込
み
　
３
／
１
㈭
〜
30
㈮
に
教

育
総
務
課
☎
2
９
６
４
４

②
お
や
ま
ふ
る
さ
と
み
ら
い
奨
学
金

対
象
　
次
の
⑴
〜
⑸
を
満
た
す
方

⑴
小
山
市
に
住
所
を
有
す
る
方
の

被
扶
養
者
で
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
が
困
難
な
方

⑵
短
大
・
大
学
・
専
修
学
校
の
専

門
課
程
に
在
学
か
入
学
が
決
ま
っ

て
い
る
方

⑶
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
２
人
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
方
（
保
護
者

お
よ
び
市
内
在
住
者
１
人
）

⑷
卒
業
後
、
小
山
市
に
定
住
す
る

強
い
意
思
の
あ
る
方

⑸
小
山
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推

進
基
本
計
画
に
の
っ
と
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
積
極
的
に
参
加

で
き
る
方

定
員
　

10
人

貸
与
月
額
　
短
大
・
大
学
・
専
修

学
校
専
門
課
程
＝
自
宅
・
自
宅
外

問
わ
ず
２
万
円

返
済
　
貸
与
期
間
の
２
倍
に
相
当

す
る
期
間
内
に
全
額
を
年
賦
ま

た
は
半
年
賦
で
返
済
（
無
利
子
）。

た
だ
し
、
卒
業
後
、
一
定
期
間
小

山
市
に
居
住
す
る
こ
と
で
返
還
を

一
部
ま
た
は
全
部
免
除
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

選
考
方
法
　
書
類
審
査
、面
接（
３

／
22
㈭
・
中
央
市
民
会
館
）

申
込
み
　
３
／
１
㈭
〜
16
㈮
に
教

育
総
務
課
☎
2
９
６
４
４

男
女
共
同
参
画
啓
発
誌

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
お
や
ま
」
記
者

活
動
内
容
　
男
女
共
同
参
画
を
広

げ
る
記
事
の
作
成
と
編
集
（
編
集

会
議
は
月
１
回
以
上
を
予
定
）

対
象
　
市
内
在
住
者

締
切
　
３
／
30
㈮
　

申
込
み
　
応
募
動
機
（
400
字
以
内
、

形
式
問
わ
ず
）
を
添
え
て
男
女
共

同
参
画
課
へ
※
詳
細
は
市
HP
参
照

問
男
女
共
同
参
画
課
☎
2
８
０
９
８

男
女
共
同
参
画
推
進
員

対
象
　
市
内
在
住
者

任
期
　
９
／
１
㈰
か
ら
２
年
間

（
小
山
市
か
ら
委
嘱
）

締
切
　
４
／
２
㈪
※
詳
細
は
市
HP
参
照

問
男
女
共
同
参
画
課
☎
2
８
０
９
８

男
女
共
同
参
画
推
進
の

標
語
・
写
真
作
品

テ
ー
マ
　
①
標
語
：
暮
ら
し
の
中

の
男
女
共
同
参
画
、
②
写
真
：
男

性
の
家
事
や
育
児
の
ひ
と
こ
ま

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

形
式
　
①
標
語
：
５
・
９
・
５
型

（
た
だ
し
文
字
数
制
限
な
し
）、
②

写
真
：
４
つ
切
ま
た
は
Ａ
４
（
Ｊ

Ｐ
Ｅ
Ｇ
デ
ー
タ
で
の
応
募
可
）

応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
記
入
の

う
え
、持
参
ま
た
は
郵
送
、応
募
フ

ォ
ー
ム
よ
り
男
女
共
同
参
画
課
へ

そ
の
他
　
入
賞
者
は
６
／
23
㈯

「
小
山
市
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ア
」

に
お
い
て
表
彰

※
詳
細
は
市
HP
・
チ
ラ
シ
を
参
照

締
切
　
５
／
10
㈭
　

問
男
女
共
同
参
画
課
☎
2
８
０
９
８

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

日
時

①
３
／
５
㈪
13
時
半
〜
15
時
半

②
３
／
６
㈫
13
時
半
〜
15
時
半

③
３
／
８
㈭
13
時
半
〜
15
時
半

講
師
　
①
・
②
栃
木
県
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
　
黒
川
会

長
、
③
あ
い
ガ
ー
デ
ン
コ
ー
ト
坂

口
施
設
長
　
※
参
加
無
料

会
場
　
小
山
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
　
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

「
お
や
ま
〜
る
」
内

定
員
　
先
着
30
人
程
度
　

申
込
み
　
同
セ
ン
タ
ー
☎
⒇

５
５
６
２
も
し
く
は
当
日
会
場
に
て

お
や
ま
広
報
特
派
員
（
第
３
期
）

応
募
資
格
　
①
市
が
好
き
な
方
、

市
を
盛
り
上
げ
た
い
方
・
②

SNS
で
定

期
的
に
投
稿
で
き
る
方
・
③
市
の
イ

ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
方

募
集
人
数
　

10
人

申
込
み
　
４
／
27
㈮
ま
で
に
秘
書

広
報
課
へ
。
※
詳
細
は
市
HP
参
照

問
秘
書
広
報
課
☎
2
9
２
８
９

お
や
ま
地
区
手
話
通
訳
者
等

養
成
講
習
会

【
小
山
・
下
野
・
野
木 

合
同
開
催
】

◆
入
門
基
礎
講
座
（
全
45
回
）

○
講
習
　
４
／
21
〜
３
／
２
の
土

曜
日
　
９
時
半
〜
正
午

○
講
義
　（
右
記
日
程
の
う
ち
６

回
）
13
時
〜
14
時
半

定
員  

20
人
　

※
初
め
て
手
話
を
学
び
手
話
を
段

階
的
に
学
び
た
い
方
（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料  

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座（
全
24
回
）

日
時  

４
／
21
〜
12
／
８
の
土
曜

日
　
９
時
半
〜
正
午

定
員
　

10
人
　

※ 

「
入
門
基
礎
」
講
座
修
了
者
、

も
し
く
は
相
応
の
経
験
者
（
事
前

面
接
あ
り
）

受
講
料  

実
費

◎
２
講
座
・
共
通
事
項

募

集

21　広報小山 2018.3月号



会
場  

間
々
田
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
し
ら
さ
ぎ
館
）
ほ
か

申
込
み  

３
／
20
㈫
ま
で
に
福
祉

課
☎
2
2
９
６
２

ク
ラ
フ
ト
館

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教
室（
要
予
約
）

日
程
・
内
容
　
①
３
／
10
㈯
輪
織

り
麻
ひ
も
バ
ッ
グ
作
り
、
②
３
／
24

㈯
御
朱
印
帳
作
り
、
③
３
／
28
㈬

間
々
田
紐
の
く
み
ひ
も
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
・
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
、
④
３
／
28

㈬
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
の
金
太
郎
・
く
ま

時
間
　
①
〜
③
13
時
半
〜
16
時
、

④
10
時
半
〜
12
時
半

参
加
料
　
①
700
円
、
②
千
円
、
③

小
学
生
600
円
・
大
人
千
円
、
④
500
円

会
場
　
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館

申
込
み
　
①
〜
③
は
３
／
３
㈯
か

ら
、
④
は
３
／
７
㈬
か
ら
同
館

問
同
館
☎
3
９
２
７
７

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座

◆
中
高
年
の
女
性
向
け〝
や
さ
し

い
ヨ
ガ
＆
体
幹
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

▽
２
／
６
㈪
か
ら
毎
週
月
曜（
全

12
回
）▽
①
10
時
〜
11
時
・
②
11

時
半
〜
12
時
半
▽
定
員
各
20
人
▽

受
講
料
各
３
千
600
円
▽
講
師
：
青

柳
寿
子
氏

◆
ス
ロ
ー
ヨ
ガ
教
室
▽
２
／
３
㈫

か
ら
毎
週
火
曜（
全
13
回
）▽
14
時

〜
15
時
▽
定
員
30
人
▽
受
講
料

３
千
900
円
▽
講
師
：
加
藤
恵
子
氏

◆
ハ
ワ
イ
ア
ン
音
楽
に
合
わ
せ
て

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
▽
２
／
３
㈫
か

ら
毎
週
火
曜（
全
13
回
）▽
15
時
45

分
〜
16
時
45
分
▽
定
員
30
人
▽
受

講
料
３
千
900
円
▽
講
師
：
坂
東
珠

美
氏

◆
骨
盤
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
▽
２
／

２
㈬
か
ら
毎
週
水
曜（
全
13
回
）▽

2
時
〜
10
時
▽
定
員
30
人
▽
受
講

料
３
千
900
円
▽
講
師
：
石
﨑
亜
矢

子
氏

◆
体
の
中
か
ら
温
め
る
ス
ト
レ
ッ

チ
ヨ
ガ
教
室
▽
２
／
２
㈬
か
ら
毎

週
水
曜（
全
13
回
）▽
10
時
半
〜

11
時
半
▽
定
員
30
人
▽
受
講
料

３
千
900
円
▽
講
師
：
片
岡
歩
氏

◆
初
め
て
の
や
さ
し
い
ヨ
ガ
教

室
・
基
本
姿
勢
編
▽
２
／
２
㈬
か

ら
毎
週
水
曜（
全
13
回
）▽
19
時
半

〜
20
時
半
▽
定
員
30
人
▽
受
講
料

３
千
900
円
▽
講
師
：
加
藤
恵
子
氏

◆
初
心
者
向
け
太
極
拳
教
室
▽
２

／
５
㈭
か
ら
毎
週
木
曜（
全
12
回
）

▽
19
時
半
〜
21
時
▽
定
員
20
人
▽

受
講
料
３
千
600
円
▽
講
師
：
岡
崎

和
代
氏

◆
ゆ
っ
た
り
の
ん
び
り
リ
ラ
ッ
ク

ス
ヨ
ガ
教
室
▽
２
／
９
㈮
か
ら
毎

週
金
曜（
全
12
回
）▽
19
時
半
〜

20
時
半
▽
定
員
30
人
▽
受
講
料

３
千
600
円
▽
講
師
：
片
岡
歩
氏

◆
英
会
話
教
室「
ア
メ
リ
カ
青
年

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
英
会
話
を
し

ま
す
。一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」

▽
２
／
３
㈫
か
ら
毎
週
火
曜（
全

13
回
）▽
10
時
〜
11
時
▽
定
員
15

人
▽
無
料
▽
講
師
：
ア
メ
リ
カ
の

青
年

◆
英
会
話
教
室「
マ
リ
セ
ル
さ
ん

と
英
語
で
話
し
て
み
よ
う
」▽
２

／
７
㈯
か
ら
毎
週
土
曜（
全
12
回
）

▽
10
時
〜
11
時
半
▽
定
員
20
人
▽

受
講
料
２
千
800
円
▽
講
師
：
ナ
ガ

ハ
マ
・
マ
リ
セ
ル
・
ア
ロ
ン
ゾ
氏

◆
色
え
ん
ぴ
つ
細
密
画
教
室
▽
２

／
16
㈪
か
ら
毎
週
月
曜（
全
５
回
）

▽
14
時
〜
16
時
▽
定
員
20
人
▽
受

講
料
千
500
円
▽
講
師
：
金
将
二
氏

◆
ク
ラ
フ
ト「
マ
ー
メ
ル
ト
つ
く

り
」（
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
）▽
２

／
24
㈫
▽
13
時
半
〜
15
時
半
▽
定

員
20
人
▽
受
講
料
千
400
円（
材
料

費
含
）▽
講
師
：
田
仲
陽
子
氏

◆
相
続
・
遺
言
・
終
活
説
明
会

▽
２
／
2
㈪
▽
10
時
半
〜
12
時
▽

定
員
20
人
▽
無
料
▽
講
師
：
行
政

書
士
　
桐
生
雅
弘
氏

申
込
み
　
い
ず
れ
も
３
／
５
㈪
10

時
か
ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
2

2
１
１
１

と
ち
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
小
山

の
ご
案
内

内
容
　
結
婚
を
希
望
す
る
男
女
が
、

自
身
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
登
録

（
会
員
登
録
）、
お
相
手
情
報
を
閲

覧
し
て
、
お
会
い
し
た
い
方
と
の

お
引
き
合
わ
せ
を
申
込
み
、
相
手

が
承
諾
さ
れ
た
場
合
、
結
婚
相
談

員
が
日
程
調
整
し
、
お
引
き
合
わ

せ
を
し
ま
す
。

場
所
　
同
セ
ン
タ
ー
（
ロ
ブ
レ
ビ

ル
6
階
駅
側
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
隣
）

開
所
時
間
　
平
日
11
時
〜
19
時
・

土
日
・
祝
日
10
時
〜
18
時
　
　
　

休
館
日
　
水
曜
日
、
お
盆
、
年
末

年
始

対
象
　
①
20
歳
以
上
の
独
身
の
男

女
、
②
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
を
お
持
ち
の
方

必
要
書
類
等
　

①
独
身
証
明
書

②
健
康
保
険
証

③
写
真
付
身
分
証
明
書

④
写
真
L
版

⑤
入
会
登
録
料
１
万
円

※
登
録
・
ご
利
用
に
際
し
て
は
セ
ン
タ

ー
HP
か
ら
事
前
予
約
必
須（
ご
自
身
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、パ
ソ
コ
ン
か
ら
、

m
sc-tochigi

＠athena.ocn.
ne.jp

へ
ア
ク
セ
ス
）

問
と
ち
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
小

山
☎
3
７
６
１
３

大
卒
等
合
同
企
業
説
明
会

日
時
　
３
／
５
㈪
13
時
〜
16
時

※
12
時
10
分
よ
り
受
付

会
場
　
小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

参
加
企
業
数
　

40
社
（
予
定
）

対
象
　
Ｈ
31
．
３
月
大
学
院
・
大

学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
等

卒
業
予
定
者
お
よ
び
大
学
等
卒
業

後
３
年
以
内
の
方

問
小
山
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

学
卒
担
当
☎
3
７
１
６
７

統
計
の
日
（
10
月
18
日
）
標
語

部
門
　
小
中
高
校
生
・
一
般
・
統

計
調
査
員
・
公
務
員

応
募
締
切
　
３
／
31
㈯

問
総
務
省
統
計
企
画
管
理
官
室

☎
０
３
・
５
６
７
３
・
１
１
２
２

磯
釣
り
入
門

期
日
　
５
／
12
㈯
〜
13
㈰
一
泊
二
日

内
容
　
大
洗
で
の
磯
釣
り
教
室
・

野
外
調
理
　
ほ
か

募
集
人
数
　
栃
木
県
在
住
の
40
人

（
小
学
２
年
生
以
上
）

参
加
費
　
大
人
５
千
300
円
、
高
校

生
３
千
800
円
、
中
学
生
６
千
900
円
、

小
学
生
６
千
700
円

記
入
項
目
　
①
事
業
名
「
磯
釣
り

入
門
」・
②
代
表
者
氏
名
（
漢
字
・

ふ
り
が
な
）・
③
〒
、
住
所
、
電
話

番
号
・
④
参
加
希
望
者
の
氏
名
、
性

別
、５
／
12
㈯
時
点
の
年
齢
（
学
年
）

締
切
　
２
／
2
㈪
※
定
員
超
過
時
抽
選

申
込
み
　
郵
送
（
〒
311-

1412
茨
城

県
鉾
田
市
玉
田
336-

６
　
と
ち
ぎ

海
浜
自
然
の
家
）、
も
し
く
は
、

℻  
０
６
2
１
・
３
７
・
２
０
０
８
、

☎
０
６
2
１
・
３
７
・
２
０
０
２
、

kaihin-info@
tm

f.or.jp

で

施
設
へ
。

県
立
筑
西
産
業
技
術
専
門
学
院
生

募
集
訓
練
科
　
機
械
シ
ス
テ
ム
科
、

電
気
工
事
科
、
金
属
加
工
科

試
験
日
　
３
／
７
㈬
、
19
㈪

年
間
授
業
料
　

11
万
８
千
800
円

※
金
属
加
工
科
は
無
料

申
込
み
　
３
／
2
㈮
ま
で
に
同
学

院
☎
０
６
2
９
・
６
２
・
１
７
１
２

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

活
動
期
間
　
Ｈ
30
．
７
／
１
〜
Ｈ

32
．
９
／
30
（
６
年
間
）

活
動
範
囲
　
国
土
交
通
省
下
館
河

川
事
務
所
が
管
轄
す
る
鬼
怒
川
ま

た
は
小
貝
川
で
日
常
生
活
の
中
で

無
理
な
く
活
動
で
き
る
範
囲

応
募
資
格
　
活
動
範
囲
６
㎞
以
内

に
居
住
の
満
20
歳
以
上
の
方

手
当
　
実
費
程
度
（
通
信
・
連
絡

費
程
度
）

募
集
人
数
　

10
人

応
募
方
法
　

HP
お
よ
び
市
町
村
役

場
窓
口
に
備
え
付
け
の
要
綱
を
確

認
の
う
え
、
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
送
（
〒
308-

0841

茨
城
県
筑
西
市
二
木
成

1753
　
国
土

交
通
省
下
館
河
川
事
務
所
　
占
用

調
整
課
　
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
担

当
係
）

締
切
　
５
／
７
㈪
必
着

問
同
事
務
所

☎
０
６
2
９
・
６
５
・
６
１
５
１

職
業
訓
練
生

（
栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校
）

科
名
　
①
機
械
加
工
科
②
Ｎ
Ｃ
機

械
科
③
板
金
溶
接
科
④
電
気
設
備
科

定
員
　
①
〜
③
５
人
、
④
4
人

訓
練
期
間
　
①
〜
③
９
カ
月
、
④
１
年

募
集
期
間
　
３
／
2
㈮
ま
で
　

受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等

は
受
講
者
負
担
）

問
同
校
☎
０
６
８
２
9
０
８
０
３
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水
に
つ
い
て
学
ぼ
う
「
子
ど
も
水
の
調
査
隊
」

３
／
22
㈭
▽
15
時
〜
16
時
▽
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
第
１
セ
ミ
ナ
ー
室
▽
無
料
、

要
申
込
み
▽
内
容
：
水
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

活
性
炭
実
験
・
ビ
デ
オ
上
映
等
（
参
加

年
齢
層
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
変
更
）
▽

３
／
21
㈬
ま
で
に
武
藤
・
小
竹
☎
啤

９
６
６
３

小
山
第
二
中
・
第
三
中
吹
奏
楽
部

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

３
／
25
㈰
▽
13
時
開
演
（
12
時
半
開

場
）
▽
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
▽
無

料
▽
小
山
第
二
中
学
校
　
吹
奏
楽
部
顧

問
：
山
本
☎
2
2
2
０
９

「
小
山
む
ら
さ
き
会
」
会
員
募
集

　
今
年
度
は
昨
年
度
の
続
き
で
「
源
氏

物
語
」
を
鑑
賞
し
ま
す
。
▽
毎
月
第
２

水
曜
日
（
平
成
30
年
度
第
1
回
目
は
４

／
11
㈬
）
▽
10
時
〜
12
時
▽
中
央
図
書

館
第
２
集
会
室
▽
年
会
費
一
万
円
▽
講

師
：
佐
野
日
大
付
属
高
講
師
　
若
田
部

明
氏
▽
知
久
☎
4
2
２
９
６

油
彩
・
水
彩
の
体
験
講
座
募
集

４
／
15
・
22
の
日
曜
日
▽
９
時
〜
正
午

▽
無
料
▽
マ
ル
ベ
リ
ー
館
▽
画
材
は

本
人
が
用
意
▽
先
着
15
人
▽
講
師
：
木

陽
会
サ
ー
ク
ル
会
員
▽
※
初
心
者
歓

迎
▽
３
／
31
㈯
ま
で
に
海
老
沼
☎
校

４
６
６
７

ピ
ア
ノ
サ
ロ
ン
会
員
募
集

毎
月
第
1
・
３
土
曜
日
▽
９
時
〜
16
時

半
▽
ゆ
め
ま
ち
▽
会
費
：
実
費
▽
富
岡

☎
2
０
2
・
４
３
２
2
・
２
１
４
６
／

2
２
０
2
・
５
６
・
１
０
０
９

ソ
ー
イ
ン
グ
フ
レ
ン
ド
会
員
募
集

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
▽
９
時
〜
16
時

半
▽
ゆ
め
ま
ち
▽
会
費
：
実
費
▽
伊
達

☎
2
０
2
・
５
５
２
３
・
２
９
１
５
／

2
２
０
５
・
２
７
・
３
０
2
２
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小山市環境保全率先実行計画の結果報告

　市では地球温暖化対策の一環として、「小山市環境保全
率先実行計画」を策定し、市庁舎等でのエネルギー使用量
削減や、環境配慮行動に率先して取り組んでいます。今回
は、平成 28年度における温室効果ガス排出量削減に向け
た取り組みの実績を報告します。

項　目 （単位）
平成 28年度実績値

全体の使用・排出量 基準年比較時の
使用・排出量

対象施設数 （箇所） 164 85
電力 （kWh/ 年） 25,161,653 19,622,529
都市ガス （㎥ /年） 782,110 280,478
LP ガス （㎥ /年） 102,733 87,753
灯油 （L/ 年） 189,080 117,069
重油 （L/ 年） 7,800 7,800
ガソリン （L/ 年） 115,440 79,932
軽油 （L/ 年） 40,003 24,546
公用車走行距離 （㎞ /年） 1,443,837 1,315,881
温室効果ガス排出量 (t-CO2/ 年 ) 15,473 11,263

●温室効果ガス削減に向けた取組結果

　平成28年度の温室効果ガス総排出量は15,473t-CO2
でした。基準年（平成22年度）との比較が可能な施設（85
箇所）に限定した場合、平成 28年度の温室効果ガス排
出量は 11,263t-CO2 となり、基準年の温室効果ガス排
出量 14,164t-CO2 から 2,901t-CO2 を削減することが
できました。

問環境課☎ 22-9290

コースNo コース名 実施日時 定員 受講料

D0020 精密測定技術
（長さ測定編）

4/14.21（昼 2日）
9:30 ～ 16:10 10 ¥8,000

Z0040 製造現場担当者
の実践力向上

4/24.25（昼 2日）
9:30 ～ 16:10 20 ¥9,000

講座名 日　時

手話初級講座①（昼） ４/19 から毎週木曜日
10:00 ～ 12:00（全 15回）

手話初級講座②（昼） 5/15 から毎週火曜日
10:00 ～ 12:00（全 10回）

手話初級講座（夜） ４/18 から毎週水曜日
19:00 ～ 20:30（全 12回）

手話入門講座（夜） ４/19 から毎週木曜日
19:00 ～ 20:30（全 23回）

点訳入門講座（昼） 5/1 から毎週火曜日
13:00 ～ 15:00（全 15回）

パソコン点訳初級講座（夜） ４/17 から毎週火曜日19:00 ～ 20:30（全 20回）

楽しいオカリナ入門講座 ４/18 から第 1.3.5 水曜日
13:00 ～ 14:30（全 15回）

音訳ボランティア養成初級講座 ４/17 から毎週火曜日
10:00 ～ 12:00（全 15回）

社協ボランティア講座

会　場　保健・福祉センター
　　　　※手話初級講座②（昼）　
　　　　のみ間々田市民交流セン
　　　　ター
対　象　講座終了後に、ボランティ
　　　　ア活動・サークル活動に参
　　　　加してみたい初心者の方
　　　　※経験のある方には、サー
　　　　クル加入をお勧めします
定　員　各15人
申込み　3/1 ㈭～ 30㈮ 8:30 ～　
　　　　17:15に市社会福祉協議会
　　　　☎ 22-9501
　　　　※土日・祝日を除く

問市社会福祉協議会☎ 22-9501

童
謡
唱
歌
・
抒
情
歌
を
歌
う

「
す
み
れ
の
会
」

　
プ
ロ
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
よ
る
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
伴
奏
で
参
加
者
全
員
で
唄
い
ま
す
。

▽
３
／
４
㈰
▽
13
時
半
〜
15
時
半
▽
ゆ

め
ま
ち
多
目
的
ホ
ー
ル
▽
千
円
▽
予
約

不
要
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
▽
島

村
☎
2
７
2
・
３
９
６
４
・
６
５
３
７

小
山
城
南
高
校
吹
奏
楽
部

第
13
回
定
期
演
奏
会
「
飛
翔
」

３
／
18
㈰
▽
14
時
（
開
場
13
時
半
）
▽

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
▽
無
料
▽
同

校
吹
奏
楽
部
：
狐
塚
☎
2
１
２
４
５

シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校
同
窓
会

「
第
11
回
作
品
展
」

３
／
22
㈭
・
23
㈮
10
時
〜
16
時
※
23
㈮

は
15
時
ま
で
▽
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
南

校
体
育
館
（
栃
木
市
神
田
町
９-

40
）

▽
内
容
：
書
道
・
絵
画
・
日
光
彫
・
陶

芸
・
写
真
・
絵
手
紙
等
▽
伊
藤
（
実
行

委
員
長
）
☎
2
９
2
・
４
３
０
９
・

５
４
５
９
／
出
井
（
事
務
局
長
）

☎
2
９
2
・
３
2
９
５
・
２
６
５
７

み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ

※
詳
し
く
は
各
連
絡
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

上旬 ■渡良瀬遊水地ヨシ焼き　■ごみの分別方法と減量化について　等

中旬 ■特定健診・特定保健指導・がん検診について　等

下旬 ■おやま思川桜まつり　■小野塚イツ子記念青少年健全育成活動事業　等

※視聴にはテレビ小山放送㈱のケーブルテレビへの加入が必要
となります。デジタル101chを選局ください。

問同校援助計画課☎ 31‒1733
関東職業能力開発大学校セミナー

3月の行政テレビ 問秘書広報課☎22-9353
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マシンを使った高齢者筋力向上ト
レーニング「金曜コース」
（要申込）
＊平成30年度分の申込みをスタート
会　場　保健センター分室（花垣町）
対　象　65歳以上の介護保険を受
　　　　けていない方、医師からの
　　　　運動制限がなく市が定める
　　　　禁止基準に該当しない方
費　用　1,500円
回　数　1コース12回（週1回、3カ月）
時　間　9:30 ～ 16:00の間で自由
　　　　に利用
※初回オリエンテーション定員
　1日6人まで
申込み　地域包括ケア推進課
　　　　☎22‒9616・9647

乳幼児健康相談（予約制）
期　日　4月16日㈪
計測のみの方　9:00～11:00
相談ありの方①9:00～   ②9:30～
　　　　　　③10:00～ ④10:30～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　3月13日㈫から☎22‒9527

マタニティクラス
（はじめての妊娠コース）
日　時　①4月17日㈫9:30 ～ 14:40、

②5月21日㈪13:10 ～ 16:00
会　場　保健・福祉センター
内　容　①パパママ・赤ちゃんのた
　　　　めのサポート制度、管理栄
　　　　養士講話、調理実習・試食、
　　　　産婦人科医師講話、みんな
　　　　でトーキング
　　　　②家族学級、赤ちゃんのお
　　　　風呂の入れ方、妊婦疑似体
　　　　験、助産師講話
持ち物　母子健康手帳、①はエプロ
　　　　ン、三角巾
受講料　テキスト代250円、①は調
　　　　理実習代600円
申込み　☎22‒9527

開運おやま健康マイレージの応募と
来年度の実施について
　今年度の応募締切は 3 月 15 日㈭
です。10 点集まってまだ応募され
ていない方は早めに応募してくださ
い。
　平成 30 年度の開運おやま健康マ
イレージは、4 月からスタートしま
す。健康増進課および各出張所に
パンフレットを設置する予定です。
16 歳以上の小山市に
住所を有する方全員
が対象です。ぜひご
参加ください。
問☎22‒9532

健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）

乳児健診
（受診日・会場は通知参照）
＊平成29年11月・12月生まれの乳児対象

期日 場所

4月13日㈮・24日㈫
5月11日㈮・29日㈫ 保健・福祉センター

5月18日㈮ 健康医療介護総合
支援センター

受　付　13:00～14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22‒9527

9か月児健康相談
（受診日・会場は通知参照）
＊平成29年6月・7月生まれの乳児対象

期日 場所

4月13日㈮・24日㈫
5月11日㈮・29日㈫ 保健・福祉センター

5月18日㈮ 健康医療介護総合
支援センター

受　付　9:30～10:15
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22‒9527

1歳6か月児健診
（受診日・会場は通知参照）
＊平成28年9月・10月生まれの幼児対象

期日 場所

4月11日㈬・26日㈭
5月10日㈭・30日㈬ 保健・福祉センター

4月18日㈬
5月17日㈭

健康医療介護総合
支援センター

受　付　13:00～14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22‒9527

2歳児歯科健診（全地区）
（受診日・受付時間は通知参照）
＊平成28年4月・5月生まれの幼児対象
期　日　4月11日㈬・26日㈭、
　　　　5月10日㈭・23日㈬
受　付　①9:15～9:45、
　　　　②10:15～10:45
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22‒9527

3歳児健診
（受診日は通知参照）
＊平成27年1月・2月生まれの幼児対象
期　日　4月6日㈮・12日㈭・20日㈮、
　　　　5月16日㈬・23日㈬・31日㈭
受　付　13:00～14:00
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22‒9527

平成30年度検診申込みについて ( 事前申込み制）
　受診ご希望の方は今月号と同時配布された「平成30年度健康のしおり」
に差込みされている検診申込み書へ必要事項をご記入のうえ、ポストに投
函してください。3 月より受付開始となりますので、できるだけ早くお申
込みください。
　なお、子宮頸がん検診は、前回の検診結果が「異
常認めず」であった方は3年後受診となるため、受
診できない場合があります。
　平成27年度の受診結果が「異常認めず」であった
方は、今年度が受診対象年度となるので、必ず受診
してください。
問☎22‒9522・9523

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ運動教室～
（無料・要申込）
日　時　3月15日㈭13:00 ～ 15:00
　　　　（受付12:25から）
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の市民
　　　　（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室
　　　　内運動靴、飲
　　　　み物、タオル、
　　　　ヨガマット
　　　　（お持ちの方）
申込み　☎22‒9607
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□夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251‒7（健康医療介護
　　　総合支援センター内）
☎39‒8880・FAX39‒8882
受付　診療終了 15分前まで

※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

□休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251‒7（健康医療介護
　　　総合支援センター内 )
☎39‒8881・FAX39‒8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科診
療所の南側に夜間休日対応の院外薬局（3薬
局）があります

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00

日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

4 月の一次救急医療機関

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2‒4‒3 ☎44‒7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1‒15‒4 ☎53‒1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31‒1331
④ 杉村病院 小山市城山町2‒7‒18 ☎25‒5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45‒7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320‒2 ☎0280‒57‒1011

受付　土・休前日（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話で
確認してください。各医療機関で
は、夜間、医師が交代で当直制を
とっており、希望する治療が困難
な場合もあります。

□救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番医療
機関となります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27‒0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
8 9 10 11 12 13 14
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
15 16 17 18 19 20 21
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
22 23 24 25 26 27 28
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
29 30
③⑤ ④⑥

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

問健康増進課☎22‒9526
　日本では、毎年約 6,000 人もの白血病、再生不良性貧血などの重い血液の病気の患者さんが発病し、その
うち約 2,000 人が骨髄移植や末梢血幹細胞移植を必要としています。一人でも多くの患者さんを救うには、
一人でも多くのドナー登録が不可欠です。ドナーを待つ患者さんにとっては、あなたの登録が大きな希望に
なります。
○ドナー登録できる方
・18 歳以上 54 歳以下で健康な方　・体重が男性 45kg 以上、女性 40kg 以上の方
・骨髄・末梢血幹細胞提供の内容を十分に理解している方
○ドナー登録ができる場所
・移動献血会場（献血バス）※実施予定は栃木県赤十字血液センターホームページをご覧ください
・県南健康福祉センター（小山市犬塚3-1-1）☎0285-22-1219
・栃木県赤十字血液センター（宇都宮市今宮4-6-33）☎028-659-0111
・うつのみや大通り献血ルーム（宇都宮大通り2-1-5）☎028-632-1131
■骨髄移植ドナー支援事業奨励金交付制度■
　小山市では、平成 25 年 4 月より、多くの骨髄・末梢血幹細胞移植の実現やドナー登録者の増加を目指し、
市内に住む骨髄移植の提供者（ドナー）とドナーが従事する事業所を対象に、助成金を交付しています。
○交付対象となる方　※①～③のすべてを満たす方
①公益財団法人骨髄移植推進財団が実施する骨髄バンク事業にドナー登録を行い骨髄等の提供を完了した方
②市内に住所を有する方　③市税の滞納がない方
○交付額
・提供者…通院･入院等に要した日数(上限7日)×2万円
・提供者が勤務する市内の事業所…通院･入院等に要した日数(上限7日)×1万円
※申請書の提出は骨髄等の提供が完了した日から 1 年以内となります

「骨髄バンク」はあなたの登録を
お待ちしています

急な発熱・頭をぶつけた・嘔吐、
けいれんなど病院に行くか判断に困ったら

とちぎ子ども救急電話相談　#8000
月～土18:00 ～翌朝8:00　日・祝日8:00 ～翌朝8:00

※ダイヤル電話・IP電話・PHSご利用の場合は、
　☎028‒600‒0099

救急車を呼ぶ？病院に行く？
迷ったときは（概ね15歳以上）

とちぎ救急医療電話相談　#7111
毎日18:00 ～ 22:00

※ダイヤル電話・IP電話・PHSご利用の場合は、
　☎028‒623‒3344

～骨髄バンクにご登録下さい！～



◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 15㈰ 9:30～12:30 生活安心課☎22‒9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 27㈮10:00～12:00 男女共同参画課☎22‒8078

※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制

（生活全般の相談）
 10･24㈫

10:00～12:00
社会福祉協議会☎22‒9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 5㈭10:00～12:00 福祉課☎22‒9619

◎
通
常
相
談
　
月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30～17:15 生活安心課☎22‒9282

家庭児童相談 9:00～17:00 子育て包括支援課
☎22‒9626

ひとり親家庭相談 9:00～17:00 子育て包括支援課
☎22‒9627婦人相談 9:00～17:00

認知症相談
8:30～17:15 地域包括ケア推進課

☎22‒9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30～17:15 地域包括ケア推進課

☎22‒9852

青少年相談
面接予約制
9:00～17:00

青少年相談室
☎25‒4002

電話相談
10:00～17:00

☎25‒4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00～17:00 外国人地域支援センター

☎23‒1042
外国人相談 8:30～17:15 外国人相談室☎22‒9439

消費生活相談 9:00～16:00 消費生活センター
☎22‒3711

県民相談 9:00～16:00 小山県民相談室
☎22‒9164

労働相談 8:30～17:15 小山労政事務所
☎22‒4032

こころの
ダイヤル

9:00～17:00 県精神保健福祉センター
☎028‒673‒8341

※第2･4水曜日9:30～11:30 は
　医療相談

ＤＶ相談 9:00～17:00 配偶者暴力相談支援
センター☎22‒9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 14㈯10:00～12:00
18㈬13:30～15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22‒9282

登記相談予約制 11㈬10:00～12:00 司法書士・土地家屋調査士

交通事故相談予約制 10･24㈫10:00～15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員

税金なんでも相談予約制 12㈭13:30～15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 18･25㈬10:00～12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為

等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 3㈫ 9:00～12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談

家庭内困りごと相談予約制 15㈰13:30～16:10 元家庭裁判所調査官

人権相談 13㈮10:00～15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22‒9292

子育て家庭生活相談
予約制

7㈯14:00～16:00
11㈬ 9:30～11:30 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22‒9664

4㈬ 9:30～11:30
28㈯14:00～16:00 場所：大谷出張所

7㈯14:00～16:00
18㈬ 9:30～11:30 場所：間々田出張所

4㈬ 9:30～11:30 場所：桑出張所
11㈬ 9:30～11:30 場所：豊田出張所

心配ごと相談
（生活全般の相談）

   3･17㈫
10:00～15:00

 10･24㈫
13:00～15:00

場所：社会福祉協議会
3･17㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉
協議会
☎22‒9501

女性のための心の相談予約制 23㈪13:30～16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22‒8078

創業･経営･キャリア
相談予約制

 7･21㈯
13:00～17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22‒9396

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22‒9282 へお問合せください。月の相談 4

◎白鷗法律相談（無料）　弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時　間 受付件数 実施場所 申込み受付

4/9･16･23㈪、
5/7･14･21･28㈪

16:25～17:05（40分間）
17:15～17:55（40分間） 各日先着2人 白鷗大学東キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20‒8110
受付3/26㈪から　時間9:00～16:30
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図書館つうしん（4月分）
■おはなし会

※会場の記載が無いものは中央図書館

名称（会場） 日　時
おはなしウェンディ 4 ㈬ 15:30
おやま分館ピッコロおは
なし会（小山分館） 6 ㈮ 11:00

おはなしメロディ 8 ㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい
(間々田分館) 10 ㈫ 15:30

おはなしこんにちは 11 ㈬ 10:30
おこれんのおはなし会 15 ㈰ 14:00
おはなしウェンディ0・1・2 18 ㈬ 11:00
はなしのこべやおはなしかい 22 ㈰ 14:00

日　時 会　場

11 ㈬ 10:10 ～ 10:40 もみじ保育所
13:10 ～ 14:00 豊田南小学校

12 ㈭
10:10 ～ 10:40 大谷南小学校
13:00 ～ 13:40 網戸小学校

13 ㈮
10:10 ～ 10:40 萱橋小学校
12:50 ～ 13:40 大谷東小学校

17 ㈫
10:00 ～ 10:30 寒川小学校
12:50 ～ 13:40 乙女小学校

18 ㈬
  9:55 ～ 10:35 中小学校
13:00 ～ 13:50 間々田小学校

19 ㈭
10:30 ～ 11:20 小山東ニュータウン
12:50 ～ 13:30 下生井小学校

20 ㈮
10:00 ～ 10:30 絹義務教育学校
13:00 ～ 13:50 羽川西小学校

24 ㈫
10:10 ～ 10:40 中久喜保育所
12:50 ～ 13:40 間々田東小学校

25 ㈬
10:10 ～ 10:40 絹保育所
13:10 ～ 14:00 豊田北小学校

26 ㈭
  9:50 ～ 10:20 穂積小学校
12:30 ～ 13:20 羽川小学校

■移動図書館「せきれい」
　巡回日程

■ 4 月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　2㈪・9㈪・16㈪・23㈪・26㈭
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
　2㈪・9㈪・16㈪・23㈪・26㈭・29㈰・30㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎41-6230
　2㈪・9㈪・16㈪・23㈪・26㈭・29㈰・30㈪
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　2㈪・9㈪・16㈪・23㈪・26㈭・29㈰・30㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用返
　却ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館から
の借用資料は、破損の恐れがありますのでポ
ストへの返却はご遠慮ください

●中央図書館のビジネス支援サービスのご案内　問県よろず支援拠点☎028-670-2618
①「よろず支援拠点」サテライト　毎週土曜日10:00 ～ 18:30
　中小企業、小規模事業者の経営に関するお悩みに専門家が対応　
②「イブニングセミナー」　毎週土曜日16:00 ～ 17:20　※定員10人、先着順
　少人数による内容を絞り込んだ、実践的・効果的な経営無料セミナー
場　所　①、②いずれも中央図書館2階第1集会室
参加費　①、②いずれも無料



納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長
■4月は固定資産税1期の納期月
です。納期限は5月1日㈫です。
■4月の日曜納税相談窓口は4月
29日㈰8:30～17:15です。
■コンビニ納付や月曜日～木曜
日（祝日除く）19:00までの納
税窓口延長もご利用ください。
問納税課☎22‒9442

日
　
時

4月1日㈰・7日㈯・8日㈰・
14日㈯・15日㈰・21日㈯・

22日㈰・28日㈯
各8:30 ～ 17:15

毎週火・木曜日19:00まで
延長します※取扱い業務に
ついてはお問合せください
問市民課☎22‒9402

祝日の届出（死亡・出生・
婚姻等）は、本庁舎北側
入口の宿直室にて受付し
ます。夜間等、緊急な場
合は、宿直室☎22‒9420
へご連絡ください。

場
　
所

市民課☎22‒9402
小山城南出張所☎31‒3650　
※小山城南出張所は月曜定休
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4月 カレンダー広報

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、2月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業

第 70 回企画展「碓井要作ー田中正造とと
もに歩んだ蚕種家ー」（～ 5 月 27 日㈰）　 9:00 ～ 17:00 博物館 同館☎45‒5331

おやま二千本桜まつり（～ 22 日㈰） 市内各所
おやま二千本桜まつり実行
委員会（小山市観光協会内）
☎30‒4772

1 日 ㈰
第 3 回桑地区ふるさとさくらまつり 9:00 ～ 15:00 羽川大沼周辺 桑出張所☎22‒4545
みんなで歩け歩け運動 8:45 ～ 間々田駅（東口）集合 生涯スポーツ課☎21-2695

2 日 ㈪

3 日 ㈫ 駅からハイキング（～ 19 日㈭、毎日実施） 受付時間
9:00 ～正午

おやま本場結城紬クラフト館か
ら随時スタート（約 11 ㎞ ） 商業観光課☎22-9273

4 日 ㈬
5 日 ㈭
6 日 ㈮

7 日 ㈯
ままだふるさとまつり 9:00 ～ 16:00 乙女かわらの里公園とその周辺 間々田出張所☎45‒1335
おやまのまち de 開運ウォーキング 8:30 ～ 間々田市民交流センター集合 間々田公民館☎45‒1335 ○

8 日 ㈰

第 10 回おやま思川ざくらマラソン大会 8:00 開会式 小山総合公園【申込終了】 生涯スポーツ課☎21‒2695 ○
おやま思川桜まつり 11:00 ～ 17:00 小山御殿広場 商業観光課☎22‒9273 ○
第 9 回中さくらまつり 9:00 ～ 14:00 巴波川桜づつみ 中出張所☎38‒0002
第 5 回穂積さくらまつり 10:00 ～ 13:00 石ノ上橋下流堤防付近 穂積出張所☎38‒2004
安房神社太々神楽 10:00 ～ 安房神社 生涯学習課☎22‒9826

9 日 ㈪ 市立中学校・絹義務教育学校入学式 学校教育課☎22‒9655
10 日 ㈫ 市立小学校入学式 学校教育課☎22‒9655
11 日 ㈬
12 日 ㈭
13 日 ㈮

14 日 ㈯
第 7 回寒川さくらまつり 10:00 ～ 14:00 巴波川決壊口祈念公園 寒川出張所☎38‒1002
おやまのまち de 開運ウォーキング 8:30 ～ 穂積グランド（穂積小学校東）集合 穂積公民館☎38‒2004 ○
田間血方神社神楽 10:00 ～ 田間血方神社 生涯学習課☎22‒9826

15 日 ㈰

〃 〃 〃 〃
絹ふれあいの郷思川桜まつり 9:00 ～ 15:00 絹ふれあいの郷 絹ふれあいの郷☎49‒1296
おやまのまち de 開運ウォーキング 10:00 ～ 中公民館集合 中公民館☎38‒0002 ○
豊田桜まつり 10:30 ～ 13:30 小宅づつみ・小宅グラウンド 豊田出張所☎37‒1002

16 日 ㈪
17 日 ㈫
18 日 ㈬
19 日 ㈭
20 日 ㈮

21 日 ㈯

第 12 回ラムサール条約湿地登録
渡良瀬遊水地「生井桜まつり」 10:00 ～ 14:00 生井桜づつみ 生井出張所☎45‒4004

渡良瀬遊水地クリーン作戦（雨天中止） 8:30 開会式 下生井堤防集合 環境課☎22‒9276 ○
「国史跡　摩利支天塚・琵琶塚古墳資料館」
開館記念式典及びオープニングイベント

（菜の花祭り同時開催！）
9:00 ～ 15:00 国史跡　摩利支天塚・琵琶塚古

墳資料館 生涯学習課☎22‒9826 ○

22 日 ㈰
23 日 ㈪
24 日 ㈫
25 日 ㈬
26 日 ㈭

27 日 ㈮ 高齢者・障がい者対象「ふれあい入浴サー
ビス」※ 無料 10:00 ～ 15:00 幸の湯（城山町 2-5-21） 地域包括ケア推進課

☎22‒9617
28 日 ㈯
29 日 ㈰ 昭和の日
30 日 ㈪ 振替休日

涯

政光くん・寒川尼ちゃん
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【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス
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９０ 【24時間対応】

1 月中の火災・救急

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む
火災　7件（7件）　救急　804件（804件）

【小山警察署調べ】1月中の交通事故
事故　31件（31件）　負傷者　43人（43人）　死者　0人（0人）
※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

≪すくすく写真館≫
お子さんの写真募集中

問秘書広報課☎22‒9353

対象：市内在住の未就学児
　　　（1人 1回まで）
応募方法：小山市 facebook
ページでご確認ください☞
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